
家
族
や
大
切
な
人
・
も
の
・
こ
と
へ
の
思
い
を
灯
籠
に
託
し
 

京
丹
後
の
名
勝
「
立
岩
」
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
 

第
２
回
 間
人
こ
こ
ろ
灯
籠
祭
（
丹
後
町
 20ペ

ー
ジ
）
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第１回検討委員会を開催 

谷 口  謙 さん 

　
本
市
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
お
よ
び
観

光
関
連
産
業
の
活
性
化
に
向
け
、
八
月
二
十
日
、
観
光
振
興
条
例
や
観
光
振
興
計
画

に
つ
い
て
検
討
す
る
「（
仮
称
）
京
丹
後
市
観
光
振
興
条
例
・
観
光
振
興
計
画
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
合
的
・
効
果
的
な
観
光
振
興
の
一
層

の
推
進
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

観光振興計画とは 観光振興計画とは 

　本市の観光資源の再発掘、観光客
のニーズ（要求）および実態の把握
を行いながら、豊かな自然環境と恵
まれた食の活用、生活・産業と密着
した体験型観光、四季の魅力づくり、
地域ごとの観光地づくりのあり方、
外国人観光客の受け入れなど、おお
むね３年間（平成 21 ～ 23 年度）を
対象に、具体的な観光施策を策定す
るものです。 

　本市の観光振興を推進していくう
えでの基本的な考え方や、市民のみ
なさん・事業者のみなさん・行政な
どが果たすべき役割を明確にし、基
本的な方策などを述べるものです。 

観光振興条例とは 観光振興条例とは 

 

　
京
丹
後
市
は
、
美
し
い
海
岸
線

や
四
季
の
表
情
豊
か
な
自
然
、
新

鮮
な
魚
介
類
や
コ
メ
、
果
物
な
ど

の
農
林
水
産
物
、
さ
ら
に
歴
史
や

伝
統
・
文
化
に
あ
ふ
れ
た
観
光
資

源
の
豊
富
な
ま
ち
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
本
市
は
、
夏
季
の
海
水
浴
や
冬

季
の
カ
ニ
な
ど
を
は
じ
め
、
毎
年
多
く
の
観

光
客
の
か
た
が
訪
れ
、
平
成
十
年
に
は
年
間

観
光
入
り
込
み
客
が
二
百
二
十
万
人
、
年
間

観
光
消
費
額
は
百
三
億
円
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
の
少
子
化
や
観
光
ニ
ー

ズ
（
要
求
）
の
多
様
化
、
国
内
観
光
地
の
競

争
激
化
、
停
滞
す
る
経
済
状
況
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
に
は
観
光

入
り
込
み
客
数
が
二
百
万
人
を
下
回
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
観
光
団
体
・

商
工
団
体
・
旅
行
業
者
の
代
表
の
か
た
な
ど

三
十
三
人
で
構
成
す
る
「
（
仮
称
）
京
丹
後

市
観
光
振
興
条
例
・
観
光
振
興
計
画
検
討
委

員
会
」
を
設
置
。
本
市
の
多
様
な
観
光
資
源

を
活
用
し
た
、
四
季
型
・
滞
在
型
・
体
験
型

観
光
な
ど
の
新
た
な
観
光
の
あ
り
方
や
市
内

各
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
観
光
地
づ
く
り
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
観
光
の
魅
力
お
よ
び
観

光
関
連
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、
観
光
振

興
条
例
お
よ
び
観
光
振
興
計
画
の
平
成
二
十

年
度
中
の
策
定
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
第
一
回
の
委
員
会
で
は
、
会
則
の
制
定
の

ほ
か
役
員
を
選
出
。
会
長
に
京
都
嵯
峨
芸
術

大
学
の
坂
上
英
彦
教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
上
委
員
長
は
「
観
光
に
お
け
る
市
と
し

て
の
方
向
性
を
示
す
観
光
振
興
条
例
や
観
光

振
興
計
画
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
『
地
域
の
か
た
に
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
観
光
客
に
と
っ
て

は
魅
力
的
で
価
値
の
あ
る
も
の
は
何
か
』
と

い
う
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
視
点
で
、

身
近
な
風
景
や
施
設
を
も
う
一
度
見
直
す
こ

と
も
大
切
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
谷
口
謙
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
に

谷
口
医
院
（
大
宮
町
口
大
野
）
の
開
設

を
皮
切
り
に
、
五
十
八
年
の
永
き
に
わ

た
り
地
域
医
療
の
充
実
・
発
展
に
ご
尽

力
。
こ
の
た
び
同
医
院
の
閉
院
に
あ
た

り
、
そ
の
ご
貢
献
に
感
謝
の
意
を
込
め

て
、
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。 

　
谷
口
さ
ん
は
、
医
院
を
開
設
さ
れ
た

昭
和
二
十
五
年
か
ら
旧
大
宮
町
の
町
医

と
し
て
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
六
年
か
ら

学
校
医
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
な
ど
、
地

域
医
療
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
宮
町
学
校
保
健

会
長
、
京
都
府
学
校
保
健
会
理
事
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
医
療
分
野
に
お
け
る
組

織
活
動
の
充
実
・
発
展
に
も
ご
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
は
大

宮
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
、
平
成
八

年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
社
会
福
祉
法

人
丹
後
大
宮
福
祉
会
理
事
長
と
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
ご
活
躍
さ
れ
、
公
的
医
療

の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
元
企
業
の
産
業
医
と
し
て
も
ご
活
躍
。

地
域
か
ら
の
信
頼
が
非
常
に
厚
く
、
地

域
医
療
を
献
身
的
に
お
支
え
い
た
だ
く

な
ど
そ
の
多
大
な
る
ご
功
績
・
ご
尽
力

に
市
と
し
て
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
感
謝

状
を
お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

……………………………………………………………………………………… 

魅
力
あ
る
観
光
地
を
め
ざ
し 

「（
仮
称
）
京
丹
後
市
観
光
振
興
条
例 

 

・
観
光
振
興
計
画
検
討
委
員
会
」
を
設
置 

地
域
医
療
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に

地
域
医
療
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に 

　
　
　
市
か
ら
感
謝
状

　
　
　
市
か
ら
感
謝
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地
域
医
療
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に

地
域
医
療
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に 

　
　
　
市
か
ら
感
謝
状

　
　
　
市
か
ら
感
謝
状 

地
域
医
療
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に 

　
　
　
市
か
ら
感
謝
状 

谷 

口
　
謙 

さ
ん
（
大
宮
町
口
大
野
） 

環　　　境 
 
イ ベ ン ト 
 
 
京都府のひろば 
 
まちの情報 
 
 
 
 
健康ひとくちメモ 
 
教　　　育 
 
防　　　犯 
 
市政懇談会 
 
ご 意 見 箱 
市立図書館 
京丹後市の文化財 

観 光 振 興 
 
決　　　算 
 
地 域 振 興 
 
６ 次 産 業 
 
安心・安全 
 
まちづくり 
 
 
表　　　彰 
世界大会・全国大会 
高校グラフィティ 
 
ス ポ ー ツ 
 
 
地 域 振 興 
 

 

・森林ボランティア in京丹後市 

 

・いかり高原まつり 

・パントマイマー 

 

・丹後土木事務所の取り組み 

 

・飲食業者のみなさんが食のボランティア 

・イベント列車市民号ご案内 

・ふるさと応援団通信④ 

・京都府丹後文化会館イベント情報 

 

・介護予防をはじめませんか 

 

・学校再配置検討委員会だより 

 

・10月11日は安心安全まちづくりの日 

 

・市政懇談会を開催（網野町・丹後町） 

 

・「（仮称）京丹後市観光振興条例・観光振興計画検討委員会」設置 

 

・平成19年度京丹後市決算 

 

・「過疎・高齢化集落等連絡会」発足 

 

・サワラ　食の定着と地産地消への取り組み 

 

・地域防災を考える機会に　市防災訓練を実施 

 

・救マーク認定交付式 

・Tango Good Goods  112品目を認定 

 

 

 

・峰高祭 

 

・第4回京丹後市総合体育大会 

・第8回歴史街道丹後100kmウルトラマラソン 

 

・ツリーハウス制作ワークショップ 

・第2回間人（はしうど）こころ灯篭祭 
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決
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決
　
　
　
算 
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◆繰出金 
　特別会計へ支出する
　もの 
◆補助費など 
　各種団体への補助金
　や各地区への交付金
　など 
◆物件費 
　賃金、旅費、委託料、
　光熱水費など 
◆普通建設事業費 
　道路や学校、公共施
　設整備などの経費 
◆扶助費 
　生活保護費や医療給
　付費など 
◆人件費 
　市長など３役、市議会
　議員、各種委員、職員
　の給与など 

その他（議会費など） 
 5億7,713万円（1.9％） 

商工費 
 9億5,743万円（3.2％） 

　市税、使用料、分担金など、市が自ら徴収することがで
きる財源。地方自治体の行政活動の自主性と安定性を
確保できるかどうかの尺度となるため、できる限りその確保
に努める必要があります。 
　平成19年度決算では95億3,661万円で、昨年度と比
較して9億2,642万円の増としていますが、歳入全体に占
める割合は31.3％と依然として低い状態にあります。 

　地方交付税、国・府補助金、市債（借入金）など、国な
どから交付される財源。 
　平成19年度決算では209億6,366万円と、全体の
68.7％を占めており京丹後市の歳入は、国などの施策に
大きく影響されることがわかります。 
 一定水準 の行政サービスを保つために国から交付され
る地方交付税は、122億7,830万円で、歳入全体の40.3
％を占めています。国において地方交付税の総額が抑制
される中、本市も前年度と比較して4億7,973万円減少し
ています。 
　また、市債（借入金）は、後年度負担の軽減のため借り
入れを抑制し、前年度と比較して5.6％の減としています。 

その他 
14億6,712万円（4.7％） 

使用料及び手数料 
5億9,058万円（2.0％） 

分担金及び負担金 
6億4,726万円（2.1％） 

繰越金 
5億4,118万円（1.8％） 

市税 
58億5,153万円 
（19.2％） 

その他 
19億606万円（6.2％） 

地方交付税 
122億7,830万円（40.3％） 

市債 
33億7,910万円（11.1％） 

府支出金 
19億7,053万円（6.5％） 

国庫支出金 
18億6,861万円（6.1％） 

依
存
財
源
比
率 

（68.7％） 

自
主
財
源
比
率 

（31.3％） 

（35.4％） 

（50.4％） 

（14.2％） 

人件費 
62億4,491万円（20.8％） 

公債費 
57億3,711万円（19.1％） 

扶助費 
31億4,294万円（10.5％） 

普通建設事業費 
39億2,649万円（13.1％） 

物件費 
39億1,639万円（13.1％） 

補助費など 
30億9,145万円（10.3％） 

繰出金 
26億2,096万円（8.7％） 

その他 
10億1,578万円（3.3％） 

災害復旧事業費 
3億1,665万円（1.1％） 

民生費 
72億9,172万円（24.3％） 

公債費 
57億3,923万円（19.1％） 

総務費 
34億6,324万円(11.6%)

衛生費 
33億6,842万円（11.2％） 

教育費 
26億8,677万円（9.0％） 

土木費 
22億5,477万円（7.5％） 

農林水産業費 
22億3,114万円（7.4％） 

消防費 
14億4,283万円（4.8％） 

【目的別】 【目的別】 【目的別】 

【性質別】 【性質別】 【性質別】 

◆商工費 
　商工業・観光の振興・
　活性化などの経費 
◆消防費 
　防火、消火、救急、災
　害対策などの経費 
◆農林水産業費 
　農林水産業の振興、
　ほ場整備などの経費 
◆土木費 
　道路や河川、市営住
　宅などの経費 
◆教育費 
　小・中学校、公民館
　事業などの経費 
◆衛生費 
　医療対策や環境保
　全などの経費 
◆総務費 
　徴税・戸籍関係事務、
　地域振興などの経費 
◆公債費 
　借入金の返済経費 
◆民生費 
　社会福祉、児童福祉、
　生活保護費など 0円 2万円 4万円 6万円 8万円 10万円 12万円 

11万6,058円 

9万1,348円 

5万5,122円 

5万3,613円 

4万2,764円 

3万5,888円 

3万5,512円 

2万2,965円 

1万5,239円 

9,186円 その他 

商工費 

消防費 

農林水産業費 

土木費 

教育費 

衛生費 

総務費 

公債費 

民生費 

約48万円 約48万円 

【内訳】 

合計47万7,696円 

※平成20年3月31日現在の人口 
　62,828人で算出しています。 

市民１人あたり 

任
意
的
経
費 

投
資
的 

経
　
費 

義
務
的
経
費 

◆地方交付税 
　一定水準の行政サー
　ビスを保つための国か
　らの交付金 
◆国庫・府支出金 
　国・府からの負担金
　や補助金、委託金 
◆市債 
　建設事業などを行うた
　めの借入金 
◆使用料及び手数料 
　公共施設の使用料
　や住民票の発行手数
　料など 
◆分担金及び負担金 
　保育所の保育料や
　老人福祉施設措置
　費負担金など 
◆市税 
　市民税・固定資産税
　など 

一般会計決算額の概要 

人
件
費
の
推
移

人
件
費
の
推
移 

人
件
費
の
推
移

人
件
費
の
推
移 

人
件
費
の
推
移 52億円 56億円 60億円 64億円 68億円 72億円 

16年度 

17年度 

18年度 

19年度 

71億2,870万円 

69億4,443万円 

64億708万円 

62億4,491万円 

依存財源 

自主財源 

年　度 

Ｈ19年度 

Ｈ18年度 

増 減 額 

増 減 率 

歳入（収入） 

305億　27万円 

305億8,428万円 

△8,401万円 

　　△0.3％ 

歳出（支出） 

300億1,268万円 

300億4,310万円 

△3,042万円 

　　△0.1％ 

形式収支 

4億8,759万円 

5億4,118万円 

△5,359万円 

　△9.9％ 

実質収支 

4億4,125万円 

4億1,176万円 

2,949万円 

　　7.2％ 

　必ず支出しなければならない、人件費・扶助費・公債費。義
務的経費の歳出全体に占める割合が低いほど、財政構造の
弾力性が確保されることとなります。 
　平成19年度決算では、人件費が62億4,491万円で平成18
年度と比較して1億6,217万円の減としていますが、歳出全体
の20.8％を占める最も大きな支出となっています。人件費につ
いては、その抑制に努めていく必要があります。 

　地方自治体が任意に支出することができる経費。 
　義務的経費と異なり、市の意思によって削減できる要素を
持つ経費。 
　平成19年度決算では、106億4,458万円で支出全体に占
める割合は35.4％となっています。 

　道路や橋、公園などの社会資本の整備に要するもので、収
支効果が長期にわたって持続する経費。 
　平成19年度決算では、42億4,314万円で支出全体に占め
る割合は14.2％となっています。 

　
平
成
十
九
年
度
は
、
災
害
復
旧
事
業
が

大
幅
に
減
額
と
な
る
一
方
で
、
活
力
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
必
要
な
分
野
で
の
大
型
事
業
も
積
極

的
に
実
施
。
網
野
中
学
校
管
理
棟
改
築
事

業
、
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業
、
河

辺
西
部
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
、
丹
後

保
育
所
・
丹
後
幼
稚
園
整
備
事
業
、
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

任意的経費 

投資的経費 

義務的経費 

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
平
成
十
九
年
度
決
算
が
九
月
定
例

市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

     

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
（
収
入
）
三
百
五

億
二
十
七
万
円
、
歳
出
（
支
出
）
三
百
億
千
二

百
六
十
八
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

く
と
、
四
億
八
千

七
百
五
十
九
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
額
に

は
平
成
二
十
年
度

へ
繰
越
し
た
十
五

事
業
に
充
て
る
四

千
六
百
三
十
四
万

円
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
実
質
的
な

収
支
（
差
引
額
）

は
四
億
四
千
百
二

十
五
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
す
。
平

成
十
八
年
度
決
算

と
比
較
し
て
、
歳

入
で
〇
・
三
㌫
の
減
、

歳
出
で
〇
・
一
㌫

の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平成19年度 京丹後市  決  算 

財政の健全度を表す4指標は 
　　　　　　すべて適正範囲内 

一
般
会
計
の
歳
出 

300億1,268万円 一般会計 
歳出決算額 

305億27万円 一般会計 
歳入決算額 

一
般
会
計
の
歳
入 

一般会計 
実質収支 
一般会計 
実質収支 
一般会計 
実質収支 4億4,125万円の黒字 4億4,125万円の黒字 



平成20年10月 平成20年10月 

決
　
　
　
算 

決
　
　
　
算 

7 6

収益的 

資本的 

収益的 

資本的 

収　　入 

305億27万円 

69億7,497万円 

4億3,858万円 

67億7,003万円 

43億5,210万円 

7億238万円 

15億5,461万円 

7億3,969万円 

34億3,376万円 

7,553万円 

915万円 

4億3,415万円 

7,297万円 

685万円 

253万円 

255億6,730万円 

6億6,421万円 

9億2,007万円 

50億1,997万円 

5億8,188万円 

歳　　出 

300億1,268万円 

68億1,003万円 

4億2,300万円 

68億787万円 

42億148万円 

6億6,218万円 

15億2,281万円 

7億2,732万円 

32億9,306万円 

6,717万円 

915万円 

4億2,537万円 

1,263万円 

9万円 

17万円 

249億6,233万円 

5億7,569万円 

12億2,896万円 

54億892万円 

5億8,187万円 

収支差引 

4億8,759万円 

1億6,494万円 

1,558万円 

△3,784万円 

1億5,062万円 

4,020万円 

3,180万円 

1,237万円 

1億4,070万円 

836万円 

0万円 

878万円 

6,034万円 

676万円 

236万円 

6億497万円 

8,852万円 

△3億889万円 

△3億8,895万円 

1万円 

 

一般会計 

国民健康保険事業 

国民健康保険直営診療所事業 

老人保健事業 

介護保険事業 

介護サービス事業 

簡易水道事業 

集落排水事業 

公共下水道事業 

浄化槽整備事業 

土地取得事業 

工業用地造成事業 

宅地造成事業 

峰山財産区 

五箇財産区 

特別会計合計 

水道事業 

 

病院事業 

 

特
　
別
　
会
　
計 

企
業
会
計 

0 10 20 30 40 50 60（億円） 

Ｈ16 30億5,706万円 30億5,706万円 13億2,531万円万円 13億2,531万円 計 43億8,237万円 

Ｈ17 38億5,375万円 38億5,375万円 12億2,650万円 12億2,650万円 計 50億8,025万円 

Ｈ18 44億5,856万円 44億5,856万円 17億1,565万円 17億1,565万円 計 61億7,421万円 

Ｈ19 39億3,448万円 39億3,448万円 16億646万円万円 16億646万円 計 55億4,094万円 

約8.8万円 約8.8万円 

基金残高 
市民１人あたり 

 

平成19年度末の 基金（貯金）残高の推移 一般会計の基金残高 
特別会計の基金残高 

（億円） 

約125.4万円 約125.4万円 

市債残高 
市民１人あたり 

平成19年度末の 

市債（借金）残高の推移 一般会計の市債残高 
水道企業会計の市債残高 病院企業会計の市債残高 

特別会計の市債残高 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

計 800億3,580万円 Ｈ16 467億6,584万円万円 467億6,584万円 253億9,487万円 253億9,487万円 
26億6,523万円 52億986万円 

計 792億7,104万円 Ｈ17 455億3,032万円万円 455億3,032万円 262億8,526万円 262億8,526万円 
25億4,617万円 49億929万円 

計 790億1,778万円 Ｈ18 440億7,080万円万円 440億7,080万円 277億4,155万円万円 277億4,155万円 
26億1,029万円 45億9,514万円 

計 787億7,471万円 Ｈ19 424億4,155万円万円 424億4,155万円 292億8,937万円 292億8,937万円 
27億4,520万円 42億9,859万円 

特別会計・企業会計の決算概要 

　一般会計における赤字の程度を示す比率。数値が大き
いほど財政運営が深刻化していることを表します。 
　平成19年度一般会計決算は黒字のため、実質赤字比率
は該当しませんが、数値化すると△2.36％となります。 

　一般会計などで負担する市債（借金）の返済に充てる
経費の大きさを指標化した比率。数値が大きいほど、財
政負担が大きく、市が自由に使うことのできるお金が少
ないことを表します。 
　平成19年度は17.7％で、早期健全化基準（25.0％）を
下回りました。 

　特別会計や企業会計などすべての会計を合算して算出
する、市全体の赤字の程度を示す比率。数値が大きいほ
ど財政運営が深刻化していることを表します。 
　平成19年度の京丹後市連結決算は黒字のため、実質赤
字比率は該当しませんが、数値化すると△3.09％となり
ます。 

早期健全化基準 
12.53％ 

京丹後市 
△2.36％ 

財政再生基準 
20.0％ 

-5-10 0 10 20 30
（％） 

経営健全化基準 
20.0％ 

京丹後市 
23.3％ 

0 10 20 30（％） 

早期健全化基準 
17.53％ 

京丹後市 
△3.09％ 

財政再生基準 
40.0％ 

（％） 

早期健全化基準 
25.0％ 

京丹後市 
17.7％ 

財政再生基準 
35.0％ 

0 10 20 30 40
（％） 

　市債の返済など、将来的に支出することが見込まれる
経費を指標化した比率。数値が大きいほど将来、財政を
圧迫する可能性が高いことを表します。 
　平成 19年度は 179.4％で、早期健全化基準（350％）
を下回りました。 

　公営企業の事業規模に対する資金不足額の比率。
数字が大きいほど経営が深刻化していることを
表します。 
　平成 19年度の病院事業では23.3％で、経営
健全化基準（20.0％）を上回りました。そのほか
の公営企業では、資金不足はありませんでした。 

早期健全化基準 
350％ 

京丹後市 
179.4％ 

0 100 200 300 400
（％） 

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
成
立
（
平
成
十
九
年
六
月
）

に
伴
い
、
平
成
十
九
年
度
決

算
か
ら
新
た
な
財
政
指
標

の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
の
健
全
度

を
表
す
指
標
で
、
市
議
会
に

報
告
す
る
と
と
も
に
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
公
表
す
る

こ
と
が
同
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
決

算
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
指
標

が
、
国
の
基
準
（
早
期
健
全

化
基
準
・
財
政
再
生
基
準
な

ど
）
を
超
え
た
場
合
、
市
は

財
政
健
全
化
を
図
る
た
め

の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

　
本
市
の
場
合
、
健
全
化
判

断
比
率
に
お
い
て
は
、
い
ず

れ
の
指
標
も
、
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
病
院
事
業
会
計
に

お
い
て
は
、
資
金
不
足
額
の

比
率
が
国
の
基
準
（
経
営
健

全
化
基
準
）
を
超
え
て
い
る

状
態
に
あ
り
ま
す
。 

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
収
入
（
保

険
料
や
使
用
料
な
ど
）
に
よ
り
特

定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会

計
と
区
分
し
て
設
け
る
会
計
で
す
。

本
市
は
十
四
の
特
別
会
計
を
運

営
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
そ

の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会

計
で
す
。
本
市
に
は
水
道
事
業
会

計
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
が
あ

り
ま
す
。 

 

　全会計の市債（借金）残高は、平成18年度末で790億
1,778万円でしたが、新たな市債の借り入れ抑制に努め、平
成19年度末には787億7,471万円に減少しました。 
　また全会計の基金（貯金）残高は、平成18年度末で61億
7,421万円でしたが、蒲井・旭地域振興基金4億7,000万円、

財政調整基金1億4,000万円などの取り崩しにより、平成19
年度は6億3,327万円減少し、55億4,094万円となりました。（蒲
井・旭地域振興基金の取り崩しを除いた実質的な基金の減
少額は、1億6,327万円です） 

-10 0 10 20 30 40

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
概
要 

基金残高・市債残高の推移 基金残高・市債残高の推移 基金残高・市債残高の推移 市債残高は４年連続減少 市債残高は４年連続減少 市債残高は４年連続減少 

健全化判断比率はすべて適正範囲 健全化判断比率はすべて適正範囲 健全化判断比率はすべて適正範囲 

資金不足比率 資金不足比率 資金不足比率 

健全化判断比率 健全化判断比率 健全化判断比率 

実質赤字比率 実質赤字比率 実質赤字比率 
黒字のため 
該当なし 

23.3％ 

17.7％ 実質公債費比率 実質公債費比率 実質公債費比率 将来負担比率 将来負担比率 将来負担比率 179.4％ 

連結実質赤字比率 連結実質赤字比率 連結実質赤字比率 
黒字のため 
該当なし 

財政の健全度を表す指標を公表 

病院事業会計 病院事業会計 病院事業会計 

実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率の 
4指標からなる、市の財政の健全度を表す比率。 



平成20年10月 平成20年10月 

決
　
　
　
算 

地  

域  

振  

興 
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連絡会の規約と役員を決めた発足会 

就任のあいさつを 
される　清水会長 

講演をされる高野さん 

　
過
疎
・
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
集
落
の
再
生
や
活
性
化
な
ど
に
取
り

組
む
た
め
の
、
き
っ
か
け
づ
く
り
お
よ
び
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
の
四
十
集
落
な
ど
や
体
験
交
流
型
公
共
施
設
お
よ
び
市
で
構
成

す
る
「
京
丹
後
市
過
疎
・
高
齢
化
集
落
等
連
絡
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。 

　
同
会
議
で
は
、
総
務
省
の
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
本
市
に
招
へ
い
し
て
い
る
石

川
県
羽
咋
（
は
く
い
）
市
産
業

観
光
課
一
・
五
次
産
業
振
興
室

高
野
誠
鮮
総
括
主
幹
に
よ
る
、

同
市
神
子
原
（
み
こ
は
ら
）
地

区
で
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
羽
咋
市
神
子
原
で
は
、
空
き

農
家
・
農
地
情
報
バ
ン
ク
制
度

や
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
農

家
所
得
の
増
加
、
都
市
部
の
住

民
と
の
交
流
促
進
な
ど
先
進
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
講
演
で
高
野
さ
ん
は
「
人
は

近
く
に
あ
る
物
に
対
し
て
、
近

け
れ
ば
近
い
ほ
ど
そ
の
物
の
価

値
を
過
小
評
価
し
が
ち
。
地
域

の
か
た
が
気
づ
い
て
い

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

が
京
丹
後
に
は
あ
る
」

と
指
摘
。
高
野
さ
ん
が

信
条
と
さ
れ
て
い
る
「
計

画
作
成
や
会
議
を
何
回

開
催
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
地
域
は
何
も
変

わ
ら
な
い
。
必
要
な
の
は
、
理

念
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
。

自
分
が
や
ら
な
く
て
も
だ
れ
か

が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
何
も

変
化
し
な
い
。
き
ち
っ
と
し
た

考
え
方
に
基
づ
い
て
戦
略
を
作

り
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
行
政
も
地
域
も
行
動
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
、「
当

た
り
前
の
よ
う
に
し
て
自
分
の

集
落
を
み
て
い
る
が
、
も
っ
と

魅
力
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
改

め
る
必
要
が
あ
る
し
、
外
へ
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

京
丹
後
市
で
は
、
過
疎
化
や
少

子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
社
会
的
共

同
生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
る
集

落
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振

興
や
交
流
人
口
の
増
大
、
さ
ら
に

は
定
住
促
進
な
ど
に
よ
っ
て
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
集
落
の
み
な

さ
ん
自
身
が
、
市
内
の
集
落
に
お

け
る
過
疎
・
高
齢
化
な
ど
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
い
、
問
題

意
識
な
ど
を
共
有
す
る
と
と

も
に
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
た
め
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
、
同
連
絡
会
を

発
足
。
八
月
二
十
七
日
、
市

役
所
で
発
足
会
（
第
一
回
会

議
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
同

連
絡
会
は
、
「
集
落
人
口
の

半
数
以
上
を
六
十
五
歳
以
上

の
か
た
で
占
め
る
と
と
も
に
、

農
山
漁
村
地
域
に
位
置
す
る

集
落
」
や
「
十
世
帯
未
満
の

集
落
」
な
ど
、
市
内
四
十
集

落
な
ど
と
過
疎
・
高
齢
化
集
落
に

隣
接
す
る
五
つ
の
体
験
交
流
型
公

共
施
設
お
よ
び
市
で
構
成
し
て
い

ま
す
。 

　
会
議
で
は
、
会
長
に
清
水
義
夫

甲
坂
区
長
（
久
美
浜
町
）
を
、
副

会
長
に
　
原
稔
上
山
区
長
（
丹
後

町
）
お
よ
び
木
下
勗
須
川
区
長
（
弥

栄
町
）
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

同
連
絡
会
の
規
約
お
よ
び
平
成
二

十
年
度
の
事
業
計
画
を
確
認
。
今

後
、
同
連
絡
会
は
、
▼
集
落
相
互

の
情
報
お
よ
び
意
見
交
換
、
▼
体

験
交
流
型
公
共
施
設
と
集
落
に
よ

る
意
見
交
換
、
▼
先
進
地
の
事
例

研
修
な
ど
、
▼
国
・
府
・
市
な
ど

の
補
助
事
業
に
関
す
る
情
報
収
集

お
よ
び
活
用
に
向
け
た
勉
強
会
、

▼
集
落
共
通
の
要
望
活
動
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

清
水
会
長
は
「
各
集
落
な
ど

の
取
り
組
み
や
思
い
を
密
に

交
換
し
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
集
落
の
活
性
化
へ

向
け
た
原
動
力
の
一
助
と
な

る
よ
う
な
連
絡
会
と
し
た
い
」

な
ど
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。 

災害復旧費 

公債費 

平成19年度に実施した主な事業や特徴的な

事業を目的別の分類によりご紹介します。 

○市民協働のまちづくり事業補助金 

○ブロードバンドネットワークの整備 
　（光ファイバ網の布設） 

○地域情報交流モデル構築事業 
○蒲井・旭地域振興交付金 
○奥大野地区公民館建設事業補助金 
○低額運賃（200円）バスの 
　実証運行事業などへの補助金 

 
 

○障害者自立支援法関係の 
　　　　障害福祉サービス 

○地域生活支援事業（相談支援など） 

○子育て支援として実施している 
　子ども医療事業 

○放課後児童クラブの運営 
○丹後保育所・丹後幼稚園の整備 
○宇川統合保育所の測量調査 
 
 
○自殺予防対策 
○医療確保奨学金等貸付金 
○医療改革改善推進会議関係経費および 
　市立病院経営改善専門委員経費 
○弥栄病院、久美浜病院への繰出金 
○環境基本計画策定事業 
○上水道事業一般会計出資金 
○峰山クリーンセンターの改修 
 
 
○京丹後製茶株式会社設立出資金 
○ブランド農産物育成支援事業 
○農村振興計画策定 
○農業総合地図情報システム整備事業 

○大宮町河辺西部地区での 
　　　　農村振興総合整備事業 

○有害鳥獣被害への対応経費 
○クロアワビ試験養殖施設整備事業 
○観光定置船設置事業交付金 
○地域水産物供給基盤整備事業 
　（浜詰漁港）の実施 

○丹後ファッションウィーク開催委員会補助金 
 
○織物業経営革新等推進事業補助金 

○「北部産業活性化拠点・京丹後」施設 
　（日本電産旧峰山工場）改修負担金 

○観光の魅力づくり推進事業 
○京丹後チャレンジショップ運営事業補助金 
 
 
 
○市道の改良事業 
○除雪力向上のための除雪機械購入経費 
○急傾斜地崩壊対策事業 
○網野地域内水面処理対策事業 

○網野町浅茂川地域での八丁浜 
　シーサイドパーク整備事業 

○街なみ環境整備事業 
○市営住宅松岡団地建替整備事業 
○アメニティー久美浜整備事業 
 
 
○消防施設等整備事業 
○防火水槽整備事業 
○防災行政無線施設整備事業 
○京都府防災訓練事業 
 
 
○学校情報化推進事業 
○学校再配置検討事業 
○峰山・高龍中学校耐震診断調査 
○網野中学校管理棟改築事業 
○図書館システム統合事業 
○市史編さん事業 
 
 
○平成18年７月豪雨災害復旧事業 
 
 
○高金利の市債の借り換えや繰上償還 
○住民参加型市場公募債 
　「京丹後、まち、未来債」発行経費 

商工費 総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

消防費 

教育費 

土木費 

平成19年度の市の予算は 平成19年度の市の予算は 平成19年度の市の予算は 

このようなことに使われました このようなことに使われました このようなことに使われました 

…………………………………………………………… 

……………………………………………………………………………………………………………… 

………………… 

集
落
の
再
生

集
落
の
再
生
・
活
性
化
に
向
け

活
性
化
に
向
け 

情
報
や
意
識
を
共
有

情
報
や
意
識
を
共
有 

集
落
の
再
生

集
落
の
再
生
・
活
性
化
に
向
け

活
性
化
に
向
け 

情
報
や
意
識
を
共
有

情
報
や
意
識
を
共
有 

集
落
の
再
生
・
活
性
化
に
向
け 

情
報
や
意
識
を
共
有 

「
過
疎
過
疎
・
高
齢
化
集
落
等

高
齢
化
集
落
等 

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会
」
設
立 

「
過
疎
過
疎
・
高
齢
化
集
落
等

高
齢
化
集
落
等 

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会
」
設
立 

「
過
疎
・
高
齢
化
集
落
等 

　
　
　
　
連
絡
会
」
設
立 

高
野
誠
鮮

高
野
誠
鮮
（
じ
ょ
う
せ
ん
）

（
じ
ょ
う
せ
ん
）さ
ん
が

さ
ん
が 

高
野
誠
鮮

高
野
誠
鮮
（
じ
ょ
う
せ
ん
）

（
じ
ょ
う
せ
ん
）さ
ん
が

さ
ん
が 

高
野
誠
鮮
（
じ
ょ
う
せ
ん
）さ
ん
が 

市内 
40集落など 
で構成 

市内 
40集落など 
で構成 

総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

の
事
例
を
紹
介 

石
川
県 

羽
咋
市 

石
川
県 

羽
咋
市 

地域活性化の 
先進事例を学ぶ 
地域活性化の 
先進事例を学ぶ 
地域活性化の 
先進事例を学ぶ 

1,787万円 

 
1億992万円 

5,790万円 
4億円 

3,910万円 
 

9,568万円 

 
 

 
7億2,731万円 

1億1,681万円 

 
1億3,200万円 

4,485万円 
9,176万円 
149万円 

  
 

193万円 
 300万円 

  
145万円 

 7億2,580万円 
686万円 

2億9,960万円 
1億4,564万円 

 
 

1,500万円 
1,477万円 
479万円 
2,209万円 

 
4億4,232万円 

3,801万円 
1,058万円 
7,000万円 

 
1億3,500万円 

 
1,140万円 
800万円 

 
998万円 

4,655万円 
 

1,600万円 
 
 

6億7,950万円 
2,883万円 
2,738万円 
1,276万円 

 
6,685万円 

6,856万円 
3,342万円 
1,813万円 

 
  

1,962万円 
2,964万円 

3億1,586万円 
146万円 

 
 

4,766万円 
146万円 
1,176万円 

4億8,024万円 
2,098万円 
1,123万円 

 
 

3億216万円 
 
 

3億9,540万円 
 

212万円 
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2年連続 漁獲量日本一 

〈農林水産統計および京都府漁連資料より〉 

水揚げされたサワラ（湊漁業協同組合） 

給食で「サワラのケチャップ和え」を堪能（吉原保育所） 

サ
ワ
ラ
を
使
っ
た
料
理
を
検
討 

頭が小さく細長い体形で、１㍍
ほどに成長します。銀白色の腹
側面に灰色の斑点列があるのが
特徴のサバ科の回遊魚。 

■ サワラ 

EPA とは 
　エイコサペンタエン酸。魚の脂肪分などに
含まれる、不飽和脂肪酸の一種。EPAには
血液をサラサラにする働きがあり、動脈硬化
や脳卒中の予防に効果があるとされています。 

DHA とは 
　ドコサヘキサエン酸。魚の脂肪分などに含
まれる、不飽和脂肪酸の一種。EPAと同様、
血栓を予防する働きがあるとともに、脳の活
性化を促進する効果があるとされています。 

　
京
都
府
で
水
揚
げ
さ
れ
る
「
サ
ワ
ラ
」
の
漁
獲
量
が
、
平
成
十
八
年
お

よ
び
平
成
十
九
年
の
二
年
連
続
で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。 

　
サ
ワ
ラ
は
丹
後
で
大
量
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
で
す
が
、
地
元
で
は
あ
ま

り
口
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
安
価
な
た
め
、
漁
獲
量
の

割
に
漁
業
者
の
収
入
増
に
な
か
な
か
結
び
つ
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
よ
う
と
昨
年
、
六
次
産
業
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
漁
獲
量
日
本
一
の
「
サ
ワ
ラ
」
を
京
丹
後
市

の
地
域
資
源
と
位
置
づ
け
、
京
都
嵐
山
吉
兆
の
徳
岡
邦
夫
総
料
理
長
か
ら

の
指
導
も
得
る
な
ど
、
サ
ワ
ラ
の
新
た
な
調
理
法
や
加
工
品
開
発
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

    

　 

  

　
サ
ワ
ラ
は
、
北
海
道
南
部
か
ら

本
州
沿
岸
に
棲
息
す
る
サ
バ
科
の

回
遊
魚
。
成
長
に
つ
れ
て
呼
び
名

が
か
わ
り
、
五
五
㌢
以
上
を
「
サ

ワ
ラ
」
、
四
〇
〜
五
五
㌢
未
満
を

「
サ
ゴ
シ
」、
四
〇
㌢
未
満
を
「
ヤ

ナ
ギ
」
と
呼
び
ま
す
。
（
呼
び
名

は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 

　
「
サ
ワ
ラ
」
は
漢
字
に
す
る
と

「
鰆
」
で
す
が
、
旬
は
一
〜
三
月
。

こ
の
時
期
の
サ
ワ
ラ
は
脂
が
乗
り

「
寒
鰆
」
と
呼
ば
れ
る
高
価
な
魚

で
す
が
、
こ
の
時
期
は
活
動
が
鈍

る
た
め
漁
獲
量
も
減
り
ま
す
。
刺

身
や
焼
き
魚
、
西
京
味
噌
で
つ
く

る
西
京
漬
け
な
ど
で
食
べ
ら
れ
ま

す
。 

　
近
年
、
京
都
府
で
の
漁
獲
量
が

伸
び
て
い
る
サ
ワ
ラ
は
、
小
型
サ

ワ
ラ
の
サ
ゴ
シ
や
ヤ
ナ
ギ
が
中
心
。

サ
ゴ
シ
は
脂
分
が
少
な
い
割
に
は

Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
は
じ
め
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
や
カ
リ
ウ
ム
、
タ
ウ
リ

ン
を
多
く
含
み
栄
養
価
が
非
常
に

高
く
、
癖
の
少
な
い
味
で
食
べ
や

す
い
魚
で
す
。 

    

　
一
〜
三
月
が
旬
と
さ
れ
る
サ
ワ

ラ
で
す
が
、
丹
後
で
の
水
揚
げ
量

は
九
〜
十
二
月
が
最
盛
期
。
サ
ゴ

シ
や
ヤ
ナ
ギ
を
中
心
に
、
昨
年
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
一
か
月
に
三

〇
〇
〜
四
〇
〇
㌧
の
サ
ワ
ラ
が
水

揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
の
漁
業
で
は
主
に
、

沿
岸
の
魚
の
通
り
道
に
網
を
設
置
・

固
定
し
て
網
の
中
に
魚
を
追
い
込

む
「
定
置
網
漁
業
」
に
よ
っ
て
サ

ワ
ラ
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

本
市
で
定
置
網
漁
業
を
操
業
さ
れ

て
い
る
の
は
、
三
津
漁
業
生
産
組

合
（
網
野
町
）
、
浜
詰
漁
業
生
産

組
合
（
網
野
町
）
、
湊
漁
業
協
同

組
合
（
久
美
浜
町
）
の
三
組
合
。

こ
の
三
組
合
で
水
揚
げ
さ
れ
る
サ

ワ
ラ
の
漁
獲
量
は
、
平
成
十
九
年

で
八
八
六
ト
ン
に
及
び
、
日
本
一

の
水
揚
げ
が
あ
る
京
都
府
の
中
に

お
い
て
も
、
本
市
は
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
サ
ワ
ラ
は
身
が
柔
ら
か
く
、
傷

が
つ
き
や
す
い
繊
細
な
魚
で
す
。

そ
こ
で
、
魚
を
傷
つ
け
ず
新
鮮
な

状
態
で
水
揚
げ
す
る
た
め
、
市
内

に
は
「
殺
菌
冷
却
海
水
・
流
動
海

水
氷
製
造
装
置
」
を
整
備
さ
れ
て

い
る
漁
協
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
装

置
は
、
汲
み
上
げ
た
海
水
を
紫
外

線
で
滅
菌
し
た
の
ち
冷
却
し
、
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
氷
を
製
造
し
ま

す
。
こ
の
氷
を
漁
船
に
積
み
込
む

こ
と
で
、
砕
氷
を
積
み
込
ん
で
い

る
場
合
に
比
べ
、
水
揚
げ
し
た
サ

ワ
ラ
を
傷
つ
け
ず
に
急
速
に
冷
却

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
揚
げ

か
ら
帰
港
ま
で
の
間
も
、
こ
の
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
氷
を
使
う
こ
と

で
、
高
い
殺
菌
効
果
と
鮮
度
の
保

持
を
実
現
。
付
加
価
値
を
高
め
た

水
産
物
の
供
給
に
向
け
た
努
力
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
こ
の
よ
う
に
、
漁
獲
量
も
多
く
、

水
揚
げ
の
段
階
で
付
加
価
値
の
あ

る
丹
後
産
の
サ
ワ
ラ
で
す
が
、「
サ

ワ
ラ
っ
て
ど
ん
な
形
」、「
ど
の
よ

う
に
し
て
料
理
す
る
の
」、「
サ
ワ

ラ
だ
と
意
識
し
て
食
べ
た
こ
と
が

な
い
」
な
ど
、
市
内
で
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

　
六
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
解
決
に

向
け
、
サ
ワ
ラ
を
活
用
し
た
特
産

品
づ
く
り
や
、
地
元
で
の
消
費
拡

大
な
ど
に
向
け
、
一
次
・
二
次
・

三
次
の
各
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
な
じ
み
の
少
な

い
サ
ワ
ラ
を
地
域
で
食
べ
ら
れ

る
食
材
に
す
る
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
九
月
か
ら
市
立
保

育
所
の
給
食
で
利
用
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

　
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
多
く
は
、
地
元
で
消
費
さ
れ

る
料
理
を
も
と
に
加
工
し
た
も

の
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
地
元

で
食
べ
な
い
食
材
は
特
産
品
に

な
り
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ

る
サ
ワ
ラ
を
口
に
す
る
機
会
が

少
な
い
京
丹
後
市
で
は
、
サ
ワ

ラ
を
加
工
し
特
産
品
と
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
え
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
は
、
サ
ワ
ラ
を
活

用
し
た
特
産
品
づ
く
り
と
並
行

し
て
、
地
元
で
消
費
す
る
機
会

を
増
や
し
、
サ
ワ
ラ
が
よ
り
身

近
な
食
材
と
な
る
た
め
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
地
元
消
費
拡
大
に
向
け

た
第
一
段
階
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
内
の
す
べ
て

の
保
育
所
、
小
・
中
学
校

お
よ
び
幼
稚
園
の
給
食
で

の
利
用
を
検
討
。
七
月
ご

ろ
か
ら
調
理
師
や
栄
養
士

な
ど
の
給
食
関
係
者
で
構

成
す
る
検
討
会
議
や
研
修

試
食
会
で
、
サ
ワ
ラ
を
使

っ
た
給
食
用
レ
シ
ピ
の
作

成
が
す
す
め
ら
れ
、
「
味

に
癖
が
な
く
子
ど
も
に
も

食
べ
や
す
い
」
、
「
栄
養
価

が
豊
富
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

九
月
か
ら
市
内
全
保
育
所
の
給

食
で
導
入
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
九
月
三
日
に
は
、
市
内
十
九

保
育
所
の
給
食
に
は
じ
め
て
サ

ワ
ラ
の
揚
げ
物
が
出
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
「
お
い
し
い
」
と

地
元
産
の
サ
ワ
ラ
を
口
い
っ
ぱ

い
に
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
今
後
、
月
に
一
、
二

回
、
サ
ワ
ラ
の
揚
げ
物
や
み
そ

煮
な
ど
を
保
育
所
の
給
食
に
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、
年
内
に

は
市
内
全
小
・
中
学
校
お
よ
び

幼
稚
園
で
も
給
食
に
サ
ワ
ラ
を

使
っ
た
料
理
を
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
八
千
三
百
食
分
の
給
食
で
サ

ワ
ラ
が
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

漁獲量2年連続日本一の「サワラ」 

「食の定着」と「地産地消」 
への取り組み 

「食の定着」と「地産地消」 
への取り組み 
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ワ
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給
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ワ
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始

サ
ワ
ラ
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使
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を
開
始 

給
食
に 

サ
ワ
ラ
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使
用
を
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始 

地
産
地
消
と
食
育
を
推
進

地
産
地
消
と
食
育
を
推
進 

地
産
地
消
と
食
育
を
推
進

地
産
地
消
と
食
育
を
推
進 

地
産
地
消
と
食
育
を
推
進 

（平成18・19年） 

「
サ
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」
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サ
ワ
ラ
」っ
て
っ
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ど
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「
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ワ
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」
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ワ
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ど
ん
な
魚

　
　
　
ど
ん
な
魚 

「
サ
ワ
ラ
」っ
て 

　
　
　
ど
ん
な
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府
内
で
最
も
多
い

府
内
で
最
も
多
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京
丹
後
市
の
水
揚
げ

　
京
丹
後
市
の
水
揚
げ 

府
内
で
最
も
多
い

府
内
で
最
も
多
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京
丹
後
市
の
水
揚
げ

　
京
丹
後
市
の
水
揚
げ 

府
内
で
最
も
多
い 

　
京
丹
後
市
の
水
揚
げ 

鮮
度
の
保
持
を
徹
底

鮮
度
の
保
持
を
徹
底 

付
加
価
値
を
向
上

付
加
価
値
を
向
上 

鮮
度
の
保
持
を
徹
底

鮮
度
の
保
持
を
徹
底 

付
加
価
値
を
向
上

付
加
価
値
を
向
上 

鮮
度
の
保
持
を
徹
底 

付
加
価
値
を
向
上 ～ 6次産業創造プロジェクト～ 

6次産業…1次・2次・3次産業が一体となって
　　　　  総合産業（6次産業）として発展を
　　　　  めざそうとするもの 



平成20年10月 平成20年10月 

安 

心 

・ 

安 

全 

ま 

ち 

づ 

く 

り 

13 12

消
火
栓
の
使
用
方
法
を
確
認（
丹
後
町
成
願
寺
） 

救マーク認定交付式を開催 

消火器の扱い方を確認（久美浜町布袋野） 消火器の扱い方を確認（久美浜町布袋野） 

「平成20年度優秀産品」に決定した５点 

　
台
風
時
期
に
よ
る
出
水
期
を
前
に
、
不
意
に
発
生
す
る
自
然
災
害
へ
備

え
る
た
め
、
八
月
三
十
一
日
、
防
災
訓
練
を
実
施
。
自
主
防
災
組
織
、
災

害
時
応
援
協
定
締
結
団
体
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
約
二
千
五
百
人
の
市
民
の
か
た
が
、
高
齢
者
の
か
た
や
障

害
者
の
か
た
な
ど
の
要
援
護
者
の
か
た
の
搬
送
や
避
難
経
路
の
確
認
、
応

急
救
護
の
方
法
な
ど
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
「
自
主

防
災
組
織
の
育
成
と
設
立
促
進
」、

「
災
害
時
応
援
協
定
締
結
団
体
と

の
連
携
強
化
」
お
よ
び
「
市
民

の
み
な
さ
ん
の
地
域
防
災
力
の

向
上
」
を
図
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
実
施
。
台
風
の
接
近
の
た
め
、

大
雨
洪
水
警
報
や
市
内
数
か
所

で
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発

令
な
ど
に
よ
り
、
避
難
準
備
情

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
を
想
定

し
て
午
前
七
時
か
ら
行
い
ま
し
た
。 

    

　
訓
練
は
、
市
内
二
十
五
地
区

の
自
主
防
災
組
織
・
地
区
の
み

な
さ
ん
が
主
体
的
に
訓
練
計
画

を
立
て
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
、
避
難
場
所
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
や
要
援
護

者
の
か
た
の
搬
送
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り

扱
い
、
土
の
う
の
つ
く
り
方
、

炊
き
出
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓

練
を
実
施
さ
れ
、
約
二
千
五
百

人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
わ
せ
て
、
市
と
「
災
害
時

応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る

団
体
な
ど
と
の
連
携
訓
練
も
実
施
。

市
か
ら
の
応
援
協
力
要
請
に
よ
り
、

災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
電
気
復

旧
業
務
・
通
行
規
制
業
務
・
道

路
等
応
急
復
旧
業
務
・
飲
料
水

等
搬
送
業
務
な
ど
に
つ
い
て
も
、

避
難
場
所
な
ど
で
の
活
動
訓
練

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
市
役
所
で
は
、
市
内
の

避
難
者
数
や
被
害
状
況
な
ど
の

情
報
収
集
訓
練
、
防
災
行
政
無

線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
情
報
発
信
訓
練
な
ど
、
災

害
警
戒
本
部
の
運
営
に
つ
い
て

の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　市内の自主防災組織のうち、網野町の「北大路区自
主防災会」および丹後町の「大山自主防災会」では、今
年度、（財）自治総合センターの宝くじの助成金を活用し
て災害発生時の応急対策に使用するための防災資機材
を整備されました。 
 防災訓練 の当日には、両自主防災会の会員のみなさん
が、整備されたばかりの防災資機材の種類や使用方法
の説明を受け、いざという時のために地域のだれもが使用
できるよう、機材を手にとって確認されました。 
 大災害 から自らの命と家族、そして地域を守るためには、
自助・共助・公助の連携が欠かせません。なかでも災害発
生時の初期段階では、地域を一番よく知っておられる地
元のみなさんで結成される「自主防災組織」が大きな力を
発揮します。 
 このように、宝くじの助成金をはじめ市の補助金など、

組織の設立や運営のサポートをする制度もありますので、
現在、自主防災組織の設立をお考えの区につきましては、
お気軽に総務課（蕁69-0140）へご相談ください。 

災害による負傷者の移
送を想定し、整備され
た救助用担架の使い方
を確認。 
（大山自主防災会） 

家屋倒壊を想定し、整
備したチェーンソーで
救出訓練を実施。 
（北大路区自主防災会） 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
上
級
救
命
講
習
の

修
了
者
が
常
駐
す
る
施
設
を
、
事
故
な
ど

の
発
生
の
際
に
応
急
手
当
が
行
え
る
事
業

所
（
＝
「
救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
」）
と
し

て
認
定
す
る
「
救
マ
ー
ク
認
定
制
度
」
を

一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
年
目

と
な
る
今
年
は
、
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設

な
ど
新
た
に
二
十
事
業
所
を
認
定
。
計
八

十
六
施
設
が
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
事
業
所

と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
救
急
事
故
な
ど
の
際
、
救
急
車
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
居
あ

わ
せ
た
か
た
の
適
切
な
応
急
手
当
に
よ
り

救
命
率
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
、
消
防
本
部

で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
各
種
救

命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
、

府
下
で
初
め
て
「
救
マ
ー
ク
認
定
制
度
」

を
創
設
。
今
年
度
は
、
昨
年
認
定
を
受
け

ら
れ
た
六
十
六
事
業
所
の
更
新
と
あ
わ
せ

て
八
十
六
事
業
所
が
「
救
マ
ー
ク
認
定
事

業
所
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
九
月
九
日
に
行
わ
れ
た
認
定
交
付
式
で
は
、

堂
田
消
防
長
が
「
救
命
に
お
い
て
は
応
急

手
当
、
救
命
処
置
、
救
命
医
療
の
連
携
プ

レ
ー
が
た
い
へ
ん
重
要
。
と
り
わ
け
応
急

手
当
に
お
い
て
は
、
救
急
車
が
現
場
へ
到

着
す
る
ま
で
の
間
、
近
く
に
お
ら
れ
る
か

た
が
迅
速
に
処
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
今
年
あ

ら
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
の
み
な
さ
ん

に
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、「
応
急
手
当
・
救
急

処
置
・
救
命
医
療
」
と
い
っ
た
「
救
命
の

連
鎖
」
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
、
今
後
も

普
通
・
上
級
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。 

日 時 

場 所 

10月24日（金）～26日（日） 
10：00～17：00 
（26日は16：00までです） 

宮津市民体育館（宮津市字浜町） 
 

丹
後
地
域
の
地
場
産
品
を
丹
後
ブ
ラ
ン

ド
商
品
と
し
て
認
定
し
、
地
場
産
品
の
品

質
向
上
と
販
路
の
開
拓
を
図
り
、
地
場
産

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
も
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
ｓ
」
（
タ
ン
ゴ
グ
ッ
ド
グ
ッ
ズ
）
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
認
定
事
業
は
地
域
資
源
を
発
掘
し
、

育
成
・
支
援
す
る
先
進
事
例
と
し
て
全
国

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年
の
募
集
で
は
、
丹
後
二
市
二
町
か
ら
五

十
六
社
百
三
十
二
品
目
の
申
請
が
あ
り
、

八
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
二
日
間
に
わ

た
る
認
定
審
査
会
の
審
査
を
実
施
。
新
た

に
百
十
二
品
目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
中
か
ら
さ
ら
に
企
画
力
、

実
用
性
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
の
づ
く
り
の

模
範
と
な
る
商
品
五
点
が
、
優
秀
産
品
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
「
Ｔ

ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
」
は
全

部
で
九
十
三
社
二
百
五
十
七
品
目
と
な
り

ま
し
た
。 

　本年度の認定商品のお披露目をかねて、恒例
の見本市を次のとおり開催します。 

第10回Ｔａｎｇｏ　Ｇｏｏｄ　Ｇｏｏｄｓ 
見本市開催!!

第10回Ｔａｎｇｏ　Ｇｏｏｄ　Ｇｏｏｄｓ 
見本市開催!!

第10回Ｔａｎｇｏ　Ｇｏｏｄ　Ｇｏｏｄｓ 
見本市開催!!
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び 

災
害
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協
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締
結
団
体
が

災
害
時
応
援
協
定
締
結
団
体
が 

訓
練
内
容
を
主
体
的
に
計
画

訓
練
内
容
を
主
体
的
に
計
画 

自
主
防
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組
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災
害
時
応
援
協
定
締
結
団
体
が 

訓
練
内
容
を
主
体
的
に
計
画 

～自主防災組織の設立・運営を支援しています～ ～自主防災組織の設立・運営を支援しています～ ～自主防災組織の設立・運営を支援しています～ ～自主防災組織の設立・運営を支援しています～ 

地
域
防
災
を
考
え
る
機
会
に 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た  

防
災
訓
練
を
実
施

防
災
訓
練
を
実
施 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た  

防
災
訓
練
を
実
施

防
災
訓
練
を
実
施 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た  

防
災
訓
練
を
実
施 

「
救
命
の
リ
レ
ー
」 

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所 

　
　
　
　
八
十
六
施
設
に

　
　
　
　
八
十
六
施
設
に 

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所 

　
　
　
　
八
十
六
施
設
に

　
　
　
　
八
十
六
施
設
に 

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所 

　
　
　
　
八
十
六
施
設
に 

「宝くじ助成金」で防災資機材を整備 

タ

ン

ゴ

　

グ

ッ

ド

　

グ

ッ

ズ

タ

ン

ゴ

　

グ

ッ

ド

　

グ

ッ

ズ

 

タ

ン

ゴ

　

グ

ッ

ド

　

グ

ッ

ズ

タ

ン

ゴ

　

グ

ッ

ド

　

グ

ッ

ズ

 

タ

ン

ゴ

　

グ

ッ

ド

　

グ

ッ

ズ
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Ｇ
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’08
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百
十
二
品
目
を
認
定

百
十
二
品
目
を
認
定 

百
十
二
品
目
を
認
定 
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（9月22日現在） 

右
・
本
田
大
智
く
ん 

左
・
中
村
悠
真
く
ん 

左から堀内優さん、植野さくらさん、 
明尾弥紀さん、伊藤友梨香さん、三村冬子さん 

出場壮行会 
で決意を述べる正田絢子さん 

和田 房子さん 

故 吉岡 秀男さん 

左から委員長の 
　　安田 昌洋さん 
　　三谷 　代さん 　

網
野
高
等
学
校
出
身
の
正

田
絢
子
選
手
の
女
子
世
界
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
二
〇
〇
八

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
正
田
さ
ん
の
世
界
選
手
権

出
場
は
、
三
年
連
続
五
回
目
。

九
月
二
十
日
に
ア
ミ
テ
ィ
丹

後
（
網
野
町
網
野
）
で
壮
行

会
（
網
野
レ
ス
リ
ン
グ
後
援

会
「
丹
心
」
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
正
田
さ
ん
は
「
昨
年

の
世
界
選
手
権
で
は
予
選
で

敗
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出

場
も
か
な
わ
ず
一
度
は
レ
ス

リ
ン
グ
を
や
め
よ
う
と
考
え

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ま
た

こ
う
し
て
世
界
の
舞
台
に
挑

戦
で
き
る
の
は
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
。
不
安
や
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
も
感
じ
る
が
、
去
年
の

悔
し
さ
と
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
全
力
を
だ
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　（
九
月
二
十
二
日
現
在
） 

　
故
吉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
大
宮
町

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
二
期
四
年
六
月
在
職
の
後
、

昭
和
六
十
二
年
十
月
に
大
宮
町
長
に
初
当
選
さ
れ
、

合
併
ま
で
の
十
六
年
五
月
の
永
き
に
わ
た
り
、「
地
域

の
発
展
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
基
本
と
し
て
、
各
地

に
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
さ
れ
、
町
の
活
性
化
に
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
中
で
も
、
平
成
元
年
に
は
「
ふ
る
さ
と
創
生
一
億

円
」
を
原
資
と
し
て
人
材
育
成
基
金
を
積
み
立
て
、「
大

宮
町
町
づ
く
り
会
」
の
発
足
や
、
平
成
四
年
に
は
リ

ー
ダ
ー
育
成
会
「
大
宮
活
性
懇
話
会
」、
平
成
十
二
年

に
は
市
町
村
塾
「
大
宮
ア
グ
リ
二
一
塾
」
の
設
立
に

ご
尽
力
さ
れ
、
村
づ
く
り
の
仕
掛
け
人
を
養
成
さ
れ

る
な
ど
、
常
に
全
町
的
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
は
、
奥
大
野
バ
イ

パ
ス
や
明
田
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
道
路
整
備
、
社
会
体

育
館
や
大
宮
町
役
場
の
建
設
な
ど
、
町
の
発
展
に
多

大
な
力
を
注
が
れ
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
叙

さ
れ
ま
し
た
。 

　
奥
大
野
村
づ
く
り
委
員
会
（
安
田
昌
洋
委
員
長
、

七
十
六
人
）
は
、
奥
大
野
地
区
が
丹
後
天
橋
立
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
の
歩
行
コ
ー
ス
と
な
っ
た
と
き
に
、
参

加
さ
れ
る
み
な
さ
ん
を
花
で
お
も
て
な
し
を
し
よ
う

と
、
花
が
好
き
な
数
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
七

年
に
設
立
。 

　
十
三
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
道
路
沿
い

に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
（
約
六
百
個
）
を
約

一
㌔
の
区
間
に
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に

約
四
㌔
の
区
間
の
空
き
缶
拾
い
に
取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、
年
間
を
通
し
て
積
極
的
に
道
路
の
環
境
美
化
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
委
員
会
に
は
、
多
く
の
地
域
の
若
者
の

か
た
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
二
十
年
度
は
、
府
内
で
唯
一
の
団
体
と
し
て
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

　
和
田
房
子
さ
ん
が
近
畿
農
政
局
男
女
共
同
参

画
優
良
事
例
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
二
十
一
世
紀

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
女
性
農
業
者

の
か
た
は
農
業
・
農
村
の
重
要
な
担
い
手
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
和
田
さ
ん
は
、
き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員
の

会
理
事
や
全
国
指
導
農
業
士
連
絡
協
議
会
理
事

を
歴
任
。
地
域
で
は
女
性
農
業
者
の
会
「
た
ん

ぽ
ぽ
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
さ
れ
、
相
談
活
動
を

通
じ
て
女
性
農
業
者
の
か
た
な
ど
の
農
業
経
営

や
社
会
参
画
を
支
援
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

認
定
農
業
者
の
か
た
を
対
象
と
し
た
学
習
会
で

講
師
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
の

実
現
へ
と
つ
な
が
る
経
営
参
画
や
社
会
参
画
な

ど
の
顕
著
な
ご
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

第63回 全国国民体育大会 
　（チャレンジ！・おおいた国体  ９月28日～10月１日） 
第63回 全国国民体育大会 
　（チャレンジ！・おおいた国体  ９月28日～10月１日） 
第63回 全国国民体育大会 
　（チャレンジ！・おおいた国体  ９月28日～10月１日） 

第22回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　　　　　（８月　　　　　　　　　　　　　　　　（８月24日　京都市）日　京都市） 

第22回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　　　　　（８月　　　　　　　　　　　　　　　　（８月24日　京都市）日　京都市） 

第22回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　　　　　（８月24日　京都市） 

女子レスリング世界選手権2008 
　　　　　　（10月11日～13日　東京） 
女子レスリング世界選手権2008 
　　　　　　（10月11日～13日　東京） 
女子レスリング世界選手権2008 
　　　　　　（10月11日～13日　東京） 

　48kg級 優　勝　三村冬子さん 
　　　　　　　　　　　　　（網野高校出身・現日本大学１年生） 

　51kg級 優　勝　堀内優さん（網野高校３年生） 

2008 アジアカデットレスリング選手権大会 
　　　　（７月21日～７月29日　ウズベキスタン・タシケント） 

2008 アジアカデットレスリング選手権大会 
　　　　（７月21日～７月29日　ウズベキスタン・タシケント） 

2008 アジアカデットレスリング選手権大会 
　　　　（７月21日～７月29日　ウズベキスタン・タシケント） 

　49kg級 優　勝　明尾弥紀さん（網野高校３年生） 

　48kg級 優　勝　本田大智くん（大宮中学校１年生） 

　59kg級　正田絢子さん（網野高校出身） 

　48kg級 ５　位　中村悠真くん（大宮中学校３年生） 

　60kg級 優　勝　伊藤友梨香さん（網野高校３年生） 

世界・全国でご活躍 世界・全国でご活躍 

カヌー　ワイルドウォーターレーシング（大分県・豊後大野市） 

カヌー　フラットウォーターレーシング（大分県・豊後高田市） 

2008 世界ジュニアレスリング選手権大会 
　　　　（７月27日～８月３日　トルコ・イスタンブール） 

2008 世界ジュニアレスリング選手権大会 
　　　　（７月27日～８月３日　トルコ・イスタンブール） 

2008 世界ジュニアレスリング選手権大会 
　　　　（７月27日～８月３日　トルコ・イスタンブール） 

　43kg級 優　勝　植野さくらさん（網野高校２年生） 

綱 あづさ さん（久美浜町河梨） 

松 本 欣 也 さん（久美浜町） 

  
元
大
宮
町
長 

　
故 

吉
岡
秀
男
さ
ん
（
大
宮
町
周
枳
） 

　
　  
正
六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た 

奥
大
野
村
づ
く
り
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
（
大
宮
町
奥
大
野
） 

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」に
お
け
る 

　
道
路
愛
護
団
体
等
の 

　
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞 

近
畿
農
政
局 

男
女
共
同
参
画
優
良
事
例
表
彰 

を
受
賞 

和
田
房
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
三
谷
） 



平成20年10月 平成20年10月 

高
校
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

高
校
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

17 16

やっぱり７組最強 

これだけ集まりました 町も僕らの教室だ 

昨 

練 

体 

峰山高校ではプルタブを集めてい

ます。学校全体で「何か社会の役

にたつことをはじめたい」という思いから、

この活動ははじまりました。 

　空き缶のプルタブをドラム缶一杯分集

めると、車椅子と交換していただけます。

そこで学校の生徒にも協力を呼びかけ、

たくさんのプルタブが集まりましたが、

まだドラム缶一杯には足りません。この

活動を聞かれた福祉施設のかたからも、

毎月ペットボトル一杯のプルタブをご協

力いただいています。この記事を読んで

おられるみなさんも、ぜひプルタブ活動

にご協力ください。プルタブで車椅子を！ 

 

今 月
二
日
〜
四
日
に
「
峰
高
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
二
日
間
は
文
化
の
部

で
演
劇
・
ダ
ン
ス
・
校
門
ア
ー
チ
・
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
各
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
を
発
表

し
ま
し
た
。
三
日
目
は
体
育
の
部
で
す
。
ク
ラ
ス
で
団
結
し
て
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
「
峰
高
祭
」
は
〈
龍
魂
盛
春
〜
溢
れ
る
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
×
一
人
ひ
と
り
の
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
＝
青
春
〜
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
龍
の
よ
う
に

あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
、
峰
高
史
上
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
「
峰
高
祭
」

に
し
、「
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
」
に
刻
む
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
ク
ラ
ス

も
こ
の
日
の
た
め
に
夏
休
み
当
初
か
ら
一
か
月
以
上
活
動
し
、
す
ば
ら
し
い
ま
と
ま
り
を

見
せ
た
三
日
間
で
し
た
。 

　
こ
こ
で
最
優
秀
賞
を
と
っ
た
ク
ラ
ス
の
コ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

九 

峰 

  

年
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
文
化
祭
で

ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
が
、
全
く
ま

と
ま
ら
な
く
て
と
て
も
恥
ず
か
し
い
発
表

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
年
は
、

絶
対
に
成
功
さ
せ
て
や
る
と
い
う
気
持
ち

が
ク
ラ
ス
み
ん
な
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

練
習
を
は
じ
め
た
こ
ろ
は
本
当
に
ち
ゃ
ん

と
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
発
表
後

お
客
さ
ん
に
「
よ
か
っ
た
よ
」
、
「
感
動
し

た
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
き
に
す

ご
い
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
真
剣
に
や

り
切
っ
た
劇
だ
っ
た
の
で
結
果
が
ど
う
で

あ
れ
、『
よ
か
っ
た
！
』
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
閉
会
式
で
『
最
優
秀
賞
』

と
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
ま
し
た
。
最
後
の
文
化
祭
で
最
優
秀
賞

を
取
っ
た
こ
と
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。
三

年
六
組
『
夏
休
み
』
最
高
！ 

 

習
の
と
き
に
は
、
意
見
が
合
わ
な

く
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
け
ど
、
話
し
合
い
、
再
び
団
結
し

ま
し
た
。
本
番
は
最
後
の
舞
台
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
み
ん
な
練
習
の
と
き
よ
り
硬

く
な
っ
て
い
て
リ
ズ
ム
も
ず
れ
た
し
、「
間

違
え
た
」
と
い
う
人
も
多
く
、
お
客
さ
ん

や
審
査
員
の
先
生
に
ど
う
評
価
さ
れ
た
の

か
と
て
も
不
安
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
み
ん
な
で
三
組
ら
し
く
楽
し

く
踊
れ
た
の
で
、
達
成
感
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
つ
ら
い
と
き
も
あ
っ
た
け

ど
三
組
の
み
ん
な
だ
っ
た
か
ら
最
後
ま
で

が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
結
果
発
表
で
三
組
が

呼
ば
れ
た
と
き
は
、
う
れ
し
す
ぎ
て
涙
が

あ
ふ
れ
、
心
か
ら
叫
び
ま
し
た
。
三
年
三

組
の
一
員
で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
や
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
参

組
大
好
き
！
　 

   

 

育
の
部
で
は
、
三
年
七
組
が
ぶ
っ

ち
ぎ
り
で
優
勝
し
ま
し
た
。
三
年

七
組
は
理
系
ク
ラ
ス
で
体
育
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
男
子
が
多
く
、
と
て
も
明
る
く
楽

し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
体
育
の
部
で
は
男
女

力
を
合
わ
せ
て
、
最
後
の
学
校
祭
で
有
終

の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

               

　
今
年
の
「
峰
高
祭
」
は
、
数
年
間
出
て

い
な
か
っ
た
演
劇
の
部
で
、
最
優
秀
賞
が

出
る
な
ど
、
い
つ
も
以
上
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
「
峰
高
祭
」
で
し
た
。
あ
ふ
れ

る
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
と
一
人
ひ
と
り
の
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
を
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
に
刻
む
こ

と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。
最
高
に
楽
し
い

「
峰
高
祭
」
で
し
た
。 

山高校では、生徒会を中心に「峰山町をき

れいにしよう」という思いからこの活動を

しています。この活動では、生徒会と校内のボラ

ンティアで町内のごみ拾い、バス停、峰山駅、小

西川の清掃を行い、また花壇づくりなどを通じて

「美しいまちづくり」をめざしています。 

　活動は、年に4回行い、多いときには100人以

上の生徒が参加しました。この活動でまちをきれ

いにするとともに、

町のみなさんと交

流したり、生徒の

ごみに対する意識

を向上させ、自分

たちのまちを大切

にしようという気

持ちを育てようと

しています。これ

からもどんどんき

れいなまちにして

いきたいです。 

　市内の高等学校（分校）

の生徒のみなさんによるコ

ーナーを「高校グラフィテ

ィ」として掲載します。市
の次代を担う高校生のみな
さんのご活躍などをご紹介

します。 

　内容は、高等学校の活動

などについて、生徒のみな

さんが作成されています。

第１回目は峰山高等学校の

みなさんの活動についてご

紹介します。（生徒会広報

部のみなさんが作成） 
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丹後のオリンピック 丹後のオリンピック 丹後のオリンピック 

総　合　成　績 総　合　成　績 
優　勝　網野支部 

準優勝　峰山支部 

第３位　大宮支部 

 

 

第４位　久美浜支部 

第５位　丹後支部 

第６位　弥栄支部 

優　勝　網野支部 

準優勝　峰山支部 

第３位　大宮支部 

 

 

第４位　久美浜支部 

第５位　丹後支部 

第６位　弥栄支部 

 

総 合 成 績 

陸 上 男 子  

陸 上 女 子 

軟 式 野 球 

卓　　　　　　球 

バレーボール男子 

バレーボール女子 

バレーボール家庭婦人 

ソフトボール壮年男子 

ソフトボール一般女子 

ソ フ ト テ ニ ス 

柔　　　　　　道 

剣　　　　　　道 

ゲートボール男子 

ゲートボール女子 

バ ド ミ ン ト ン 

サ ッ カ ー 

テ ニ ス 

グラウンドゴルフ男子 

グラウンドゴルフ女子 

バスケットボール男子 

バスケットボール女子 

ゴ ル フ 

ボ ウ リ ン グ 

ソフトバレーボール 

峰山 
支部 

２ 

4 

4 

5 

1 

２ 

２ 

2 

４ 

1 

1 

ー 

6 

4 

1 

3 

6 

2 

1 

5 

4 

3 

3 

4 

1

網野 
支部 

１ 

１ 

３ 

１ 

４ 

１ 

１ 

４ 

２ 

５ 

３ 

１ 

１ 

６ 

６ 

１ 

３ 

４ 

２ 

２ 

１ 

２ 

2 

1 

2

大宮 
支部 

３ 

5 

2 

2 

3 

4 

3 

3 

5 

2 

5 

2 

2 

2 

４ 

2 

1 

3 

５ 

１ 

5 

１ 

４ 

２ 

５ 

久美浜 
支部 

４ 

３ 

５ 

３ 

２ 

３ 

５ 

５ 

１ 

３ 

２ 

ー 

４ 

５ 

２ 

ー 

４ 

１ 

３ 

４ 

２ 

６ 

１ 

５ 

３ 

弥栄 
支部 

６ 

６ 

６ 

３ 

５ 

５ 

４ 

１ 

３ 

４ 

４ 

ー 

４ 

３ 

３ 

５ 

２ 

ー 

６ 

６ 

６ 

５ 

５ 

３ 

６ 

丹後 
支部 

５ 

２ 

１ 

６ 

５ 

ー 

５ 

５ 

５ 

ー 

５ 

ー 

３ 

１ 

５ 

４ 

５ 

ー 

４ 

３ 

３ 

４ 

６ 

６ 

４ 

第4回京丹後市総合体育大会 第4回京丹後市総合体育大会 第4回京丹後市総合体育大会 
優勝目指して熱戦を展開 

　
「
丹
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
京

丹
後
市
総
合
体
育
大
会
」（
市

体
育
協
会
主
催
）
が
、
九
月

七
日
、
峰
山
途
中
ヶ
丘
公
園

（
峰
山
町
長
岡
）
を
メ
イ
ン
会

場
に
市
内
一
円
で
開
か
れ
、

市
体
育
協
会
各
支
部
の
代
表

選
手
約
二
千
人
が
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

　
午
前
八
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
大

会
会
長
の
伊
東
嵩
英
市
体
育
協
会
会
長
が
「
こ

の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
情
熱
と
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
の
誇
り
と
勇
気
を
発
揮
す
る
舞

台
で
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、
今
日
一
日
大
い

に
熱
く
燃
焼
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
大
会
名
誉
会
長
の
中
山
市
長
が
選
手
の
み

な
さ
ん
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
選
手
を
代
表

し
て
中
村
大
地
さ
ん
・
田
中
直
子
さ
ん
（
峰
山

支
部
・
卓
球
）
が
「
こ
の
伝
統
あ
る
丹
後
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
、
正
々
堂
々
闘
う
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
。 

　
十
八
会
場
で
十
七
競
技
、
二
十
四
種
目
に
わ

た
っ
て
、
各
支
部
が
優
勝
目
指
し
て
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。 

　
各
選
手
は
、
時
折
雨
が
降
る
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
声
援
を
受
け
、
終
日
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
、
結
果
、
九
種
目
を
制
覇
し
た

網
野
支
部
が
見
事
二
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。 

弁護士・参議院議員 
丸山和也さんにインタビュー 

マラソンコーディネーターの 
坂本雄次さんと丸山和也さんが 
久美浜湾沿線を力走 

　
一
〇
〇
㎞
と
六
〇
㎞
の
コ
ー
ス

を
力
走
す
る
「
二
〇
〇
八
歴
史
街

道
丹
後
一
〇
〇
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

ソ
ン
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
を
、

九
月
十
四
日
に
開
催
し
、
全
国
か

ら
参
加
し
た
千
二
百
三
十
一
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
風
光
明
び
な
秋
の
丹

後
路
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
各
種
団
体
や
高
校

生
な
ど
約
五
百
人
に
も
及
ぶ
多
く

の
か
た
に
交
通
整
理
や
休
憩
所
の

運
営
な
ど
の
ご
協
力
を
し
て
い
た

だ
き
、
起
伏
の
激
し
い
過
酷
な
コ

ー
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
の
温

も
り
を
肌
で
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
は
昨
年
よ
り
参
加
者
が
百
五

十
七
人
増
え
ま
し
た
。 

　
八
回
目
と
な
る
今
大
会
は
、
一

〇
〇
㎞
の
部
に
八
百
三
十
七
人
、

六
〇
㎞
の
部
に
三
百
九
十
四
人
が

参
加
。
同
六
〇
㎞
の
部
に
は
ゲ
ス

ト
と
し
て
弁
護
士
で
参
議
院
議
員

の
丸
山
和
也
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。 

　
沿
道
の
み
な
さ
ん
の
「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
、
「
も
う
少
し
で
ゴ

ー
ル
で
す
」
と
い
う
明
る
い
声
が

響
き
、
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
か

ら
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
の

言
葉
が
返
さ
れ
る
な
ど
、
参
加
者

み
ん
な
が
温
か
い
気
持
ち
で
、
海

や
山
の
景
観
を
眺
め
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
部
会
場
で
は
地
元
産

ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
が
販

売
さ
れ
た
ほ
か
、
弥
栄
庁
舎
に
設

置
し
た
レ
ス
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
丹
後
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
つ
く
っ
た
「
バ
ラ
寿
司
」
を
ふ

る
ま
う
な
ど
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ

ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
は

「
こ
れ
ま
で
七
回
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
声
援
に
支
え
ら

れ
、
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

60㎞の部スタート 

丹後産の新米コシヒカリの 
　  バラ寿司がふるまわれました 

100㎞の部スタート 

美しい景色の丹後松島を背に力走 美しい景色の丹後松島を背に力走 

　
　
　
丹
後
に
初
め
て
来
ま
し
た
が
、

　
　
　
海
が
き
れ
い
で
す
ね
。 

　
こ
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
は
八
回
目

を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か
ら

多
く
の
か
た
が
集
ま
り
熱
気
に
溢
れ
て

い
ま
す
。
七
十
三
歳
の
か
た
が
参
加
さ

れ
る
そ
う
で
す
が
、
す
ご
い
で
す
ね
。

マ
ラ
ソ
ン
は
、
苦
し
さ
に
耐
え
て
完
走

し
た
と
き
の
充
実
感
が
最
高
で
す
。 

　
世
代
を
越
え
た
人
が
集
ま
り
、
巡
り

会
い
の
場
所
と
し
て
の
楽
し
み
が
あ
り
、

こ
の
歴
史
街
道
丹
後
一
〇
〇
㎞
ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン
は
す
ば
ら
し
い
大
会
で
す
。 

京 

「数字は順位」 

風光明びな秋の 
丹後路を力走 
風光明びな秋の 
丹後路を力走 
風光明びな秋の 
丹後路を力走 

第8回2008
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勇
壮
な
「
立
岩
」
の
前
で
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
花
火 

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を 

　
　
　
　
　
　
楽
し
む
様
子 

間伐作業を体験する森林ボランティアの
メンバー 

間伐が大切であるこ
とを野中地区で林業
を営む木村さんにお
伺いしました。 

 

木村 文明さん 

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
九
月
二

十
日
、
「
立
岩
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を

行
う
「
第
二
回
間
人
（
は
し
う
ど
）
こ
こ

ろ
灯
籠
（
と
う
ろ
う
）
祭
」
が
、
間
人
こ

こ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
代
表
・
今

出
龍
さ
ん
、
十
六
人
）
の
主
催
に
よ
り
、

道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
（
丹
後
町
竹
野
）

一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
灯
籠
祭
は
、
京
都
府
地
域
力
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交
付
金
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
寄
附
金
な
ど
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
竹
野
川
河
口
に
勇
壮

に
切
り
立
つ
名
勝
「
立
岩
」
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
、
京
丹
後
の
誇
る
べ
き
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
認
識
し
、
守
り
、
継
承
す
る

と
と
も
に
、
親
子
や
家
族
へ
の
愛
情
の
絆

を
灯
籠
流
し
で
発
信
す
る
試
み
と
し
て
昨

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
二
回

目
と
な
り
ま
し
た
。 

　
午
後
六
時
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
演
奏
で

祭
り
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
、
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
立
岩
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
と
と
も
に
、
か
が
り
火
や
灯
籠
、
松
明
（
た

い
ま
つ
）
で
海
岸
が
照
ら
し
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
の
お
子
さ
ん
や
来
場
者
の
か
た
が
、

家
族
や
大
切
な
人
へ
の
思
い
を
託
し
て
つ

く
ら
れ
た
約
九
百
五
十
個
の
「
こ
こ
ろ
灯
籠
」

を
、
立
岩
へ
と
注
ぐ
竹
野
川
河
口
へ
流
し
、

「
地
域
の
温
か
い
こ
こ
ろ
」
を
美
し
い
灯
り

で
表
現
。
訪
れ
た
約
千
二
百
人
の
来
場
者
は
、

海
上
で
輝
く
漁
り
火
と
灯
り
が
織
り
な
す

幻
想
的
な

風
景
に
魅

了

さ

れ

、

フ
ィ
ナ
ー

レ
は
間
人

太
鼓
と
打

ち
上
げ
花

火
が
飾
り

ま
し
た
。 

 

　
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し
て
九
月
か
ら
制

作
を
は
じ
め
て
い
る
久
美
浜
町
蒲
井
・
旭
地
域
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
で
、

九
月
二
十
日
・
二
十
一
日
の
二
日
間
、
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
制
作
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
講
座
）
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
の
か
た

を
は
じ
め
、
大
阪
や
岡
山
、
東
京
な
ど
か
ら
約
六
十
人
が
参
加
さ
れ
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
制
作
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
木
登
り
）
お
よ
び

漁
業
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
同
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今

回
で
二
回
目
。
日
本
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
崇
さ

ん
が
代
表
を
務
め
る
㈱
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
市
が
委

託
し
、
同
地
域
で
十
月
上
旬
の
完
成
に
向
け
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
タ
ブ
の
木
（
高
さ
約
十
六
㍍
）

に
設
置
す
る
床
部
分
の
成
形
作
業
の
体
験
や
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
ほ
か
、
浜
の
ご
み
拾
い
や
丹
後
地
域
の
伝
統
漁
法
「
タ
コ
ば
か
し
」

で
の
タ
コ
捕
り
な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
か
た
は
「
こ
の
海
の
眺
め
の
綺
麗

な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成

し
た
ら
ま
た
来
た
い
で
す
。

京
丹
後
の
自
然
い
っ
ぱ
い

の
魅
力
が
体
験
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

　
豊
か
な
自
然
が
多
く
残
る
京
丹
後
市
で
は
、

森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
、
八
月
三
十
日
・

三
十
一
日
の
二
日
間
、
弥
栄
町
野
中
で
「
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ｉ
ｎ
京
丹
後
市
」
を
開

催
し
、
日
本
全
国
の
都
市
部
の
み
な
さ
ん

と
協
働
し
て
、
森
林
の
間
伐
作
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。 

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
が
社
会
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
森
林
の
機
能
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
農
山
村
地
域
で
は
、
全
国
的
に

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
山
林
の
荒

廃
が
進
み
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
が

低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
に
あ
ふ
れ
る
豊

か
な
緑
の
環
境
を
次
代
に
引
き
継
ご
う
と
、

平
成
十
一
年
の
「
森
林
宣
言
」
を
契
機
に
、

合
併
前
の
平
成
十
四
年
度
か
ら
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
同
事
業
は
、
「
人
と
緑
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
森
林
の
間
伐
や
植
樹
活
動
な
ど
、
緑
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
・
啓
発
活
動

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
緑
化
セ

ン
タ
ー
」
（
東
京
都
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、

全
国
か
ら
参
加
者
を
募
集
。
夏
休
み
の
最

後
を
京
丹
後
の
自
然
で
締
め
く
く
ろ
う
と
、

奈
良
県
や
東
京
都
な
ど
全
国
か
ら
十
三
人

の
か
た
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
間
伐
作
業
で
は
、
地
元
で
林
業
に
携
わ

る
か
た
を
指
導
者
と
し
て
伐
倒
方
法
な
ど

を
指
導
。
野
中
地
区
の
山
林
約
二
〇
㌃
で
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
二
班
に
わ
か
れ
、

直
径
約
一
五
〜
二
〇
㌢
の
ヒ
ノ
キ
を
ノ
コ

ギ
リ
な
ど
で
間
伐
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
か
た
は
「
京
丹
後
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
さ
わ
や
か
な
汗
が
流
せ
て
気
分
が
い
い
。

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
木
を
切
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
。
今
回
の
間
伐
作
業
を
体
験
し
、

森
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
人
工
林
は
、
手
入
れ
を
し
な
い
と

節
の
無
い
立
派
な
大
木
に
は
育
ち
ま

せ
ん
し
、
モ
ヤ
シ
の
よ
う
な
細
い
木

に
な
り
、
大
雨
や
台
風
な
ど
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
木
を
間
引
き
（
間
伐
）、
森

に
太
陽
の
光
を
入
れ
て
、
丈
夫
な
大

木
に
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
最
近
の
若
い
か
た
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
か
た
は
山

に
関
心
が
無
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ
る
手
入
れ
不

足
で
、
せ
っ
か
く
植
林
し
た
木
が
大

き
く
育
た
ず
、
山
林
の
荒
廃
が
進
ん

で
い
ま
す
。 

　
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
世
代
を
超
え

た
か
た
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
間
伐

作
業
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
く

中
で
、
森
林
保
全
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
取
り
組
み
を
活
発

に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
多

く
の
か
た
に
森
林
保
全
に
対
す
る
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。 

………………………………………………………………………………………………………… 
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土木フェスタ2007 inたんご 

宇川地域でワークショップを開催 

さわやかボランティアロード（網野町掛津） 

「炎神戦隊ゴーオンジャー」ショーで盛り上がる 

母
校
の
豊
栄
小
学
校
で
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を 

演
じ
る
山
本
さ
く
ら
さ
ん
・
演
技
に
魅
了 

さ
れ
る
観
衆
の
み
な
さ
ん 

     

　
夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
の
と
な
っ
た
八

月
三
十
一
日
、
丹
後
町
の
碇
高
原
一
帯
で
、

「
い
か
り
高
原
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約

八
千
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が
、
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
大
ビ
ン
ゴ
大
会
、
自

然
や
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
、
同
実
行
委
員
会
の
主
催
に

よ
り
、
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
碇
高
原
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
昭
和
六

十
一
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で
二
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
会
場
の
自
由
広
場
で
は
、「
炎
神

戦
隊
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー
」
シ
ョ
ー
に
、
子

ど
も
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ
、
終
了
後
に
は

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
記
念
写
真
撮
影

会
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
丹
後
町
出
身
の

花
満
敏
喜
さ
ん
の
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
や
、「
一

千
人
の
大
ビ
ン
ゴ
大
会
」
な
ど
多
彩
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
芝
生
の
上
で
家
族

そ
ろ
っ
て
、
露
店
の
お
に
ぎ
り
、
焼
き
そ
ば
、

ス
テ
ー
キ
な
ど
を
食
べ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
、

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
家
族
団
ら
ん
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
大
ビ
ン
ゴ
大
会
」

で
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
豪
華
賞
品
の
獲

得
を
目
指
し
て
、
熱
心
に
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド

に
当
た
り
が
な
い
か
探
し
、
折
り
畳
み
自

転
車
が
当
た
る
と
大
き
な
歓
声
が
あ
が
る

な
ど
、
夏
の
碇
高
原
が
熱
く
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

　
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
で
は
、
府
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
よ
り
良
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
、「
出
前
語
ら
い
」
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
、
府

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
（
府
民
参
画
）
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

   

 

京
都
府
で
は
、
府
民
の
み
な
さ
ん
が
府
政

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
制

度
、「
出
前
語
ら
い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
出
前
語
ら
い
」
で
は
、
府
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
希
望
に
応
じ
て
府
職
員
が
直
接
出
向
き
、

府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
か
た
が
集
ま

っ
て
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
互
い
の

考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
意
見
や
提
案
を
ま

と
め
上
げ
て
い
く
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
道
路
や
河
川

な
ど
の
整
備
を
進
め
る
上
で
、
府
民
参
画
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
実
施
。
京
丹
後
市
で
も
、

毎
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
宇
川
地
区
の
「
ア

ユ
祭
り
」
会
場
と
な
る
中
瀬
橋
近
く
の
親
水

公
園
を
整
備
す
る
際
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
整
備

の
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
は
、
天
橋
立
の
白
砂
青
松
を
守
る
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
清
掃
活
動
を
行
う
「
天
橋
立
ま
も
り
隊
」

を
展
開
。
京
丹
後
市
立
久
美
浜
中
学
校
の
生

徒
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
さ
ら
に
、
住
民
や
地
元
企
業
の
か
た
に
、

府
が
管
理
す
る
道
路
の
定
期
的
な
清
掃
・
植

栽
管
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
も

ら
う
「
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド

事
業
」
で
は
、
国
道
一
七
八
号
沿
道
の
網
野

町
掛
津
地
内
で
の
植
栽
な
ど
の
美
化
運
動
や

浅
茂
川
下
岡
線
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
自
ら
が
積

極
的
に
河
川
愛
護
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
の
川
と
し
て
愛
着
を
深
め
、
地
域

に
と
っ
て
身
近
な
河
川
環
境
づ
く
り
を
め
ざ

す
「
た
ん
ご
地
域
に
愛
さ
れ
る
川
づ
く
り
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

○
お
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所 

　
　
　
　
　（
1
〇
七
七
二
ー
二
二
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二
一
四
三
） 

 

「
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前
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世
界
各
国
で
活
動
を
続
け
て
い
る
京
丹

後
市
丹
後
町
徳
光
出
身
の
パ
ン
ト
マ
イ
マ

ー
山
本
さ
く
ら
さ
ん
が
、
九
月
十
九
日
、

母
校
の
豊
栄
小
学
校
（
丹
後
町
成
願
寺
・

高
倉
美
也
子
校
長
・
八
十
七
人
）
で
昼
と

夜
の
二
回
公
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
山
本
さ
ん
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
丹
後

町
に
在
住
し
、
現
在
は
、
東
京
を
拠
点
に

ソ
ロ
公
演
を
続
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
各
国
で

芸
術
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
昼
の
公
演
は
、
豊
栄
小
学
校
の
取
り
組

む
文
化
庁
芸
術
家
等
派
遣
事
業
と
し
て
、

児
童
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
全
校
児
童
と
参
観
の
祖
父

母
の
み
な
さ
ん
計
約
百
六
十
人
は
、
壁
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
挑
戦
し
、
実
際
の
壁

の
感
覚
を
思
い
浮
か
べ
て
体
を
動
か
す
な
ど
、

な
い
物
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
難
し
さ
を
学
習
し
ま
し
た
。 

　
一
般
の
か
た
を
対
象
に
し
た
夜
の
公
演

で
は
、
壁
な
ど
基
礎
的
な
演
技
を
は
じ
め
、

夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」
か
ら
構
想
を
得
た

パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
お
ば
あ
さ
ん
の
日
常
を

描
い
た
「
ウ
メ
さ
ん
」
な
ど
の
演
目
を
披

露
し
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
こ
の
公
演
は
、

山
本
さ
ん
の
中
学
校
時
代
の
同
級
生
有
志

と
豊
栄
地
区
公
民
館
が
、
故
郷
の
み
な
さ

ん
へ
の
感
謝
と
お
礼
を
兼
ね
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
丹
後
町
で
は
十
五
年
ぶ
り
の

公
演
と
な
り
ま
し
た
。 

　丹後土木事務所では、今後も府民のみなさんに府
政をより身近に感じていただけるよう、さまざまな取り組
みを行うこととしています。その一環として、「土木をもっ
と身近に」をテーマに「土木フェスタ2008 inたんご」を
開催します。大人も子どももお楽しみいただける内容と
なっていますので、ぜひお越しください。 

　 日  程　11月14日（金）～16日（日） 
　 場  所　ショッピングセンター・マイン 
　 内 容　「パネル展示」、「起震車体験」、「土木クイ
　　　　　ズ」、「ラジコンショベル」など 

「土木フェスタ2008inたんご」を開催 「土木フェスタ2008inたんご」を開催 「土木フェスタ2008inたんご」を開催 

京都府の 
ひろば 

パントマイマー山本さくらさん パントマイマー山本さくらさん パントマイマー山本さくらさん 
15年ぶりに故郷で公演 

夏
休
み
最
後
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曜
日

夏
休
み
最
後
の
日
曜
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つ
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よ
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よ
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よ
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よ
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感謝の気持ちが込められた料理に舌鼓 

＜利用車両：丹後ゆめ列車（臨時列車）＞ 

全体 
264人 

峰山町 

大宮町 大宮町 

網野町 網野町 

丹後町 丹後町 
弥栄町 

35人 
（13％） 

18人（ 7％） 18人（ 7％） 

22人（ 8％） 22人（ 8％） 

18人 
（ 7％） 
18人 
（ 7％） 44人（17％） 

久美浜町 
32人 
（12％） 

他市町村 
95人 
（36％） 全体 

264人 

12人（ 5％） 12人（ 5％） 
20代 20代 

30代 
31人 

（12％） 

60代 
61人（23％） 

70代以上 
87人 

（32％） 

50代 
40人 

（15％） 

40代 
33人 

（13％） 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

　
　
　
兼
入
団
申
込
書 

◎場　所…京都府丹後文化会館 
◎公演日…平成21年1月17日（土） 
◎時　間…18：30 開演（18：00開場） 
◎入場料…一律前売 4,000円（当日500円高） 
　（全席指定）※未就学児の入場はご遠慮ください 
※前売券は各プレイガイドで10月下旬から発売予定 
◎主　催…京丹後市・（財）京都府丹後文化事業団 
 

◎場　　所…京都府丹後文化会館 
◎上映日時…10月26日（日）　 
　1回目/10：00～11：13　2回目/13：00～14：13 
　3回目/16：00～17：13 
◎入 場 料…一般券 前売 1,200円（当日1,500円） 
　幼児（2歳以上）・小・中学生 前売 700円（当日800円） 
　（全席自由）※前売券は各プレイガイドで好評発売中 
◎主　　催…（財）京都府丹後文化事業団 
 

10/26（日） 平成21年1月17日（土） 

出身地別の団員内訳 出身地別の団員内訳 出身地別の団員内訳 年齢別の団員内訳 年齢別の団員内訳 年齢別の団員内訳 

現在の団員数は264人です 
　「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
取
り
組

み
も
開
始
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今

回
は
、
出
身
や
年
齢
な
ど
の
視
点
か
ら
、

団
員
の
み
な
さ
ん
の
登
録
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

二
年
目
の
課
題
と
し
て
、
比
較
的
登
録

の
少
な
い
四
十
代
ま
で
の
か
た
や
、
京
丹

後
市
出
身
の
か
た
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
よ
り
幅
広
い
地
域
・
年
齢
層
の
か

た
に
ご
参
加
い
た
だ
く
必
要
を
感
じ
て
い

ま
す
。 

 

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
子
さ
ん
や
ご
親
戚
な
ど
、
市
外
在
住
の

お
知
り
合
い
の
か
た
に
、
ふ
る
さ
と
京
丹

後
の
応
援
に
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
、
ぜ

ひ
お
呼
び
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 

現
状
で
は
、
団
員
の
年
齢
別
の
割
合
を

見
る
と
、
六
十
代
以
上
の
か
た
が
全
体
の

五
五
㌫
を
占
め
、
年
齢
が
低
い
ほ
ど
加
入

率
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
年
齢
が
高
く
な

る
ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
」
に
対
す
る
想
い
が

強
く
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
出
身
地
別
の
割
合
は
、
本
市
出

身
者
で
は
な
い
か
た
の
入
団
が
全
体
の
三

六
㌫
と
最
も
多
く
、
居
住
地
別
の
割
合
で
は
、

近
畿
地
方
に
お
住
ま
い
の
か
た
が
全
体
の

七
二
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
団
員
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

応
援
団
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。 

パンフレット兼入団申込書は、各
市民局にあるほか、郵便でもご請
求いただけます。詳しくは、京丹後
ふるさと応援団事務局（総合戦略
課内・蕁69-0070）へお問い合わ
せください。 

　
網
野
町
料
飲
組
合
（
二
十
九
軒
・

岡
田
芳
和
代
表
）
が
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
桃
山
の
里
（
網
野
町
網

野
）
で
、
九
月
二
日
、
食
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
。
施
設
を

利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
、
自
慢

の
味
で
百
十
食
分
の
弁
当
を
提
供

さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

ご
利
用
に
感
謝
し
、
少
し
で
も
地

域
に
お
礼
を
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
同
組
合
が
初
め
て
企
画
し
実

現
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
七

時
か
ら
、
同
組
合
に
加
盟
す
る
飲

食
業
者
の
み
な
さ
ん
十
八
人
が
、

食
材
を
も
っ
て
障
害
者
福
祉
施
設

「
桃
山
の
里
」
を
訪
問
。
同
セ
ン

タ
ー
の
厨
房
で
刺
身
や
て
ん
ぷ
ら
、

酢
の
物
な
ど
、
地
元
産
の
食
材
を

中
心
と
し
た
料
理
に
腕
を
振
る
わ

れ
、
薄
味
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
考

慮
さ
れ
た
弁
当
を
仕
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
準
備
さ
れ
た
百
十
食
分
の
弁
当

は
、
さ
っ
そ
く
施
設
の
利
用
者
の

み
な
さ
ん
な
ど
が
昼
食
で
味
わ
い
、

「
お
い
し
い
」
と
舌
鼓
。
網
野
料

飲
組
合
の
み
な
さ
ん
の
自
慢
の
味

を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。 

　
岡
田
代
表
は
「
日
ご
ろ
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ん

に
、
少
し
で
も
お
礼
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

自
分
た
ち
の
つ
く
っ
た
料
理
を
食

べ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

組
合
と
し
て
も
『
輪
』
を
大
切
に
、

今
後
も
年
に
一
回
、
福
祉
施
設
な

ど
で
こ
う
い
っ
た
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　京丹後市・北近畿タンゴ鉄道㈱では、本市の

基幹交通であるＫＴＲ（北近畿タンゴ鉄道）の

利用促進を図るため「京丹後市民号『晩秋の竹

野＆城崎温泉ツアー』」と題したイベント列車

を運行します。 

11：20ごろ 12：00ごろ到着 13：00ごろ 14：00

17：40ごろ 

10：20ごろ 
丹後大宮  　  峰山  　  網野  　  木津温泉  　  丹後神野  　  甲山  　  久美浜  　  豊岡（バスに乗り換え） 

10：25ごろ 10：30ごろ 10：45ごろ 10：50ごろ 10：55ごろ 11：00ごろ 11：20ごろ 
行き 

行
　
程 

18：05ごろ 17：55ごろ 18：10ごろ 18：15ごろ 18：30ごろ 18：35ごろ 18：45ごろ 18：50ごろ 
（バスから乗り換え）但馬三江  　  久美浜  　  甲山  　  丹後神野  　  木津温泉  　  網野  　  峰山  　  丹後大宮 帰り 

旬のお魚会席 

木屋町小路 
７つの外湯めぐり・お買い物 

※行程の時刻は予定です。 
　当日の状況により変更する場合があります。 

北前船のご紹介・温泉・お買い物 
（タオルをご持参ください） 

45人（申し込み先着順） 定　　員 

市内在住または在勤のかた 対 象 者 

大　人（中学生以上）　4,900円 
子ども（小学生）　　　3,590円 
小学生未満　　　　　　200円 

参 加 費 

北近畿タンゴ鉄道（株）・京丹後市 事業実施 

〒620-8504  福知山市天田118-1 
　　　　　　ＪＲ西日本支社ビル５階 
北近畿タンゴ鉄道（株）　企画総務課 
蕁 0773-24-2510（平日9：00～18：00） 
FAX 0773-24-2503（24時間） 

申込先・お問い合わせ先 

14：40ごろ 15：40ごろ 

豊岡駅　蛔　竹野町「北前館」でお食事　 蛔　　　 北前館周辺散策　　　 蛔　 バスで出発 

蛔　 城崎温泉街　散策　 蛔　 バスで出発　 蛔　玄武洞ミュージアム　 蛔 　但馬三江駅 
16：30ごろ 

10月15日（水）以降に、ハガキまたはファクシミリで下
記へお申し込みください。（申込者全員の氏名・年齢
・乗車駅名、代表者の氏名・住所・郵便番号・電話
番号をご連絡ください） 

申し込み 

11月16日（日） 
（丹後大宮駅発で市内各駅に停車し豊岡へ） 

実 施 日 

（小学生未満のお子さんは、保険料のみで食事はありません。
食事をご希望のかたは、お申し込みの際お知らせください。
食事代は、当日の精算となります） 

京丹後市民号 

「晩秋の 
　竹野＆城崎温泉ツアー」 

食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
飲
食
業
者
の
み
な
さ
ん
が
福
祉
施
設
で

飲
食
業
者
の
み
な
さ
ん
が
福
祉
施
設
で 
飲
食
業
者
の
み
な
さ
ん
が
福
祉
施
設
で

飲
食
業
者
の
み
な
さ
ん
が
福
祉
施
設
で 
飲
食
業
者
の
み
な
さ
ん
が
福
祉
施
設
で 
日
ご
ろ
の
感
謝
を
地
域
へ
還
元

日
ご
ろ
の
感
謝
を
地
域
へ
還
元 
日
ご
ろ
の
感
謝
を
地
域
へ
還
元

日
ご
ろ
の
感
謝
を
地
域
へ
還
元 
日
ご
ろ
の
感
謝
を
地
域
へ
還
元 

食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

「晩秋の 
　竹野＆城崎温泉ツアー」 

で行く 

イベント列車 京丹後市民号 

丹後映画大好き劇場NO.16 桂三枝の笑ウインドウツアー2009
～創作落語独演会スペシャル～ 「それいけ！アンパンマン」 

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
通
信 

④ 

応
援
団
へ
の
参
加
を 

　
お
呼
び
か
け
く
だ
さ
い 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ  蕁 62-5200
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生活機能評価受診状況 

栄養項目 

閉じこもり項目 

うつ項目 

認知項目 

口腔項目 

運動項目 
運 動 752人 
（26.8％） 

口腔 705人 
（25.1％） 

うつ 496人 
（17.7％） 

認知 554人 
　　（19.7％） 

閉じこもり 
179人（6.4％） 

栄養 121人（4.3％） 

生活機能 
低下あり 

受診者 
（受診率） 

65歳以上人口 
（年度末） 

17,988人 5,409人（30％） 1,321人 

生活機能評価で見られる 
機能低下の内容 

教室初回 

教室 
初回 

教室 
終了時 

教室 
初回 

教室 
終了時 

教室終了時 

3人（2.9％） 

1人（1.0％） 

4人（3.9％） 

14人（13.7％） 

よくない あまりよくない 普通 

まあまあよい よい 

低い やや低い 平均 

やや高い 高い 

低い やや低い 

平均 やや高い 

7人（6.9％） 

6人（5.9％） 

1人（1.0％） 

0 20 40 60 80 100

17人 
（16.8％） 47人（46.6％） 29人（28.7％） 

31人（30.7％） 25人（24.8％） 39人（38.6％） 

(%)

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

17人 
（16.7％） 40人（39.2％） 35人（34.3％） 

 7人（6.9％） 

12人（11.8％） 

31人（30.4％） 44人（43.1％） 14人 
（13.7％） 

（％） （％） 

13人 
（12.7％） 45人（44.1％） 40人（39.2％） 

7人 
（6.9％） 23人（22.5％） 58人（56.6％） 

 

何
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、「
介
護
予
防
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
も
が
年
齢
を
重
ね
る
と
、

足
腰
が
弱
く
な
り
、
視
力
・
聴
力
な
ど
の
感
覚
器
の
機
能
も
低
下
し
、
日

常
生
活
が
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
特
に
膝
な
ど
の
関
節
に
痛
み
が

あ
る
と
、
足
が
上
が
り
に
く
く
な
り
、
つ
ま
ず
き
や
転
倒
が
増
え
て
き
ま

す
。
そ
う
な
る
と
外
出
を
避
け
て
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
や
が
て
心

身
と
も
に
要
介
護
状
態
を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 
｢

高
齢(

と
し)

だ
か
ら
仕
方
な
い｣

と
言
わ
ず
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
、
活
動
的
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

  

　
「
だ
っ
ち
ゃ
倶
楽
部
」
は
、
週

一
回
、
合
計
十
二
回
（
概
ね
三
か

月
間
）
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
運

動
機
能
向
上
の
た
め
の
教
室
で
す
。

転
倒
や
つ
ま
ず
き
を
予
防
す
る
た

め
に
必
要
な
「
足
腰
の
筋
力
」
お

よ
び
「
関
節
の
柔
軟
性
」
を
高
め

る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
教
室
の
最
初
と
最
後
に
は
体
力

測
定
を
し
て
、
運
動
の
効
果
を
ご

確
認
い
た
だ
く
な
ど
、
み
ん
な
で

一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
意
欲

も
高
ま
り
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
教
室
終
了
後
も
運
動
を

継
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
運
動

日
誌
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
ご
自

宅
で
の
運
動
を
継
続
さ
れ
て
、
筋

力
が
衰
え
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

 

 

市
で
は
、
運
動
機
能
向
上
や
栄
養
改
善
の
た
め
の
教
室
な
ど
、
介
護

予
防
に
関
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
特
定
高
齢
者
と
診
断
さ
れ
た
か
た
の
う
ち
、
運
動
機
能
に

低
下
の
あ
る
か
た
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
、
特
定
高
齢
者
通
所
型

介
護
予
防
事
業
「
だ
っ
ち
ゃ
倶
楽
部
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

      

　
介
護
保
険
制
度
で
は
平
成
十
八

年
度
か
ら
、
満
六
十
五
歳
以
上
の

か
た
を
対
象
に
、
介
護
が
必
要
と

な
る
可
能
性
を
調
べ
る｢

生
活
機

能
評
価｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。｢

生

活
機
能
評
価｣

は
、
二
十
五
項
目

の
質
問
や
血
液
検
査
、
医
師
の
診

察
な
ど
に
よ
っ
て
行
い
、
生
活
機

能
の
低
下
の
有
無
を
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
評
価
す
る
も
の
で
、
本

市
で
も
、
市
の
総
合
検
診
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
評
価
の
結
果
、「
近

い
将
来
、
介
護
が
必
要
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
か

た
（
＝
特
定
高
齢
者
）
へ
は
、
介

護
予
防
の
相
談
や
介
護
予
防
教
室

を
紹
介
す
る
な
ど
、
介
護
予
防
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
度
は
、
受
診
さ

れ
た
か
た
の
う
ち
、
千
三
百
二

十
一
人
、
二
四
・
四
㌫
の
か
た

に
生
活
機
能
の
低
下
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
主
に
、
運
動
機
能
・

口
腔
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る

か
た
が
多
く
、
次
い
で
、
認
知
・

う
つ
項
目
に
該
当
す
る
か
た
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
機
能
は
、
何
か
の
原
因

で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

足
腰
が
弱
く
な
っ
た
り
、
頭
を

刺
激
す
る
機
会
が
少
な
く
な
る

と
低
下
し
て
き
ま
す
。
ひ
と
つ

の
項
目
だ
け
で
な
く
複
数
の
項

目
に
該
当
す
る
場
合
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
生
活
機
能
の
低
下
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
生
活

で
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
し
、

人
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
体
調
不
良
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
り
、
治
療
中
の
病
気
が
あ

れ
ば
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者

さ
ん
と
よ
く
相
談
し
、
服
薬
を

続
け
た
り
、
定
期
的
に
検
査
を

受
け
る
な
ど
身
体
の
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。 

　
「
生
活
機
能
評
価
」
を
受
け

る
こ
と
で
、
今
ま
で
気
が
つ
か

な
か
っ
た
生
活
上
の
問
題
点
を

知
り
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
工

夫
し
て
、
ご
自
身
で
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 教室のはじめと最後に「現在の健康状態｣を
お尋ねしました。 
 ｢良い・まあまあ良い｣ と答えたかたは、教
室の初回には35.6 ㌫でしたが、教室終了時に
は55.5㌫に増加。｢あまり良くない・良くない｣
と答えたかたは、初回17.8 ㌫でしたが終了時
には5.9㌫に減少しました。 
　健康感の向上は、生活意欲の向上につながり、
前向きに日常生活を送ることができます。 

　歩行は、バランス力と筋力が保たれていることが大切で
す。一定の歩行速度が保てることにより、安全に道路を横
断できたり、買い物などの外出ができます。 
　教室の初回では平均以下のかたの割合は56.8㌫でしたが、
終了時には20.6㌫に減っています。 
 

長座体前屈 歩行速度 

主観的健康感 
（健康度アンケート結果から） 

 体の柔軟性を見る体力測定である「長座体前屈」です。
柔軟性が向上することで、つまずいた時にバランスを崩さ
ず体勢を立て直しやすくなります。  
　教室の初回では、平均以下のかたの割合は55.9㌫でした
が、教室終了時には42.2㌫に減っています。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

ご
存
じ
で
す
か 

「
生
活
機
能
評
価
」 

京
丹
後
市
に
お
け
る 

「
生
活
機
能
評
価
」の
状
況 

介
護
予
防
を 

は
じ
め
ま
せ
ん
か 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 

■
■ 

■
■ 

「だっちゃ倶楽部」に参加されたかたの運動機能などの変化 



平成20年10月 平成20年10月 

教
　
　
　
育 

防
　
　
　
犯 

29 28

すぐに振り込まない ・ 一人で振り込まない ・ まずだれかにご相談ください 

（京丹後警察署犯罪統計資料） 

恐　　喝 
ひったくり 
車上ねらい 
自動販売機ねらい 
自動車盗 
オートバイ盗 
自転車盗 
部品ねらい 
器物損壊など 

１件 
１件 
27件 
１件 
９件 
５件 
35件 
12件 
26件 

街頭犯罪 H20年8月末の 
認知件数 

こんなに犯罪が発生しています 
（京丹後警察署管内） 

自分のところにも、必ず振り込め詐欺の電話がかかってくる 
という気持ちをお持ちください。 

オレオレ詐欺は、事前に「電話番号を変えた」という連絡が 
あります。必ず、前の番号に電話をしてご確認ください。 

家族の間で通用する合言葉（例えばペットの名前など）を決 
めておき、本当に家族かどうかをご確認ください。 

税務署、社会保険庁などの役所の職員が、携帯電話を持って 
ＡＴＭ機へ行くよう指示することは、絶対にありません。 

検討委員会では、学校教育のあり方について 
さまざまな視点から協議が行われています 

　
弥
栄
町
お
よ
び
久
美
浜
町
の

小
学
校
に
つ
い
て
の
意
見
は
、

次
回
の
検
討
委
員
会
で
議
論
を

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
、
中
学
校
、
小
学
校
の
意

見
を
総
括
的
に
ま
と
め
な
が
ら
、

十
二
月
を
目
標
に
答
申
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
新
し
い
学
校
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
、
京
丹
後
市
の
将
来
を
見

据
え
、
引
き
続
き
協
議
が
行
わ

れ
ま
す
。 

　
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
で
は
、

十
二
月
の
答
申
に
向
け
て
、
市
内

小
・
中
学
校
の
再
配
置
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
八
月
二

十
六
日
に
峰
山
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
第
七
回
学
校
再
配
置
検
討
委

員
会
で
は
、
峰
山
町
、
大
宮
町
、

網
野
町
、
丹
後
町
の
小
学
校
再
配

置
に
つ
い
て
重
点
的
に
議
論
。
今

回
は
、
そ
の
中
の
主
な
意
見
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

   

　 
  

・
分
科
会
と
し
て
は
、
校
舎
を
新

築
し
て
一
校
に
統
合
す
る
と
い

う
結
論
を
出
し
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
新
築
で
な

く
、
既
存
の
建
物
を
利
用
し
て

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。 

 

・
既
存
の
校
舎
を
使
っ
て
統
合
す

る
な
ら
、
一
番
適
し
て
い
る
場

所
は
吉
原
小
学
校
で
あ
る
と
思

う
が
、
一
校
に
統
合
す
る
の
は

難
し
い
。 

 

・
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整

え
、
地
域
み
ん
な
で
支
え
な
が

ら
、
特
色
あ
る
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
を
新
築
で
一
校
に
ま

と
め
る
方
向
で
、
平
成
二
十
三

年
を
目
標
に
進
め
て
ほ
し
い
。 

 

・
既
存
の
体
育
施
設
の
修
理
も
で

き
な
い
財
政
状
況
な
の
に
、
校

舎
を
新
築
で
き
る
の
か
。
現
実

を
踏
ま
え
て
教
育
の
あ
り
方
を

考
え
な
が
ら
、
再
配
置
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

・
既
存
の
校
舎
も
古
い
の
に
、
教

育
委
員
会
と
し
て
何
年
ご
ろ
か

ら
何
年
か
け
て
ど
う
い
う
方
向

で
施
設
整
備
す
る
の
か
と
い
う

方
針
が
な
い
と
話
が
進
ま
な
い
。 

 

・
お
金
が
無
い
か
ら
校
舎
の
新
築

は
無
理
と
い
う
こ
と
な
ら
、
意

見
を
い
た
だ
い
た
分
科
会
委
員

さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。 

   

・
大
宮
は
児
童
数
が
ほ
か
の
地
域

に
比
べ
て
あ
ま
り
減
ら
な
い
見

込
み
な
の
で
、
現
状
の
ま
ま
で

い
い
。 

 

・
既
存
の
施
設
を
使
っ
て
再
配
置

す
る
な
ら
、
大
宮
第
二
・
第
三

小
学
校
の
再
配
置
を
考
え
る
。 

 

・
ど
う
し
て
も
再
配
置
を
す
る
な

ら
通
学
手
段
の
確
保
が
最
重
要

に
な
る
。 

 

・
大
宮
で
昭
和
五
十
二
年
に
小
学

校
の
合
併
を
し
た
と
き
は
、
現

在
の
児
童
数
の
減
少
を
想
像
で

き
な
か
っ
た
。
現
実
を
し
っ
か

り
念
頭
に
置
き
、
今
後
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

・
再
配
置
で
学
区
が
広
く
な
る
と
、

子
ど
も
を
見
守
る
体
制
も
京
丹

後
市
全
体
で
し
っ
か
り
つ
く
ら

な
い
と
い
け
な
い
。 

   

・
現
状
の
小
学
校
は
維
持
す
る
。 

 

・
既
存
の
校
舎
で
何
人
収
容
で
き

る
の
か
。
人
数
の
減
少
に
あ
わ

せ
て
、
段
階
的
に
再
配
置
し
て

は
ど
う
か
。 

 

・
橘
地
区
は
平
成
二
十
五
年
で
も

百
三
十
人
く
ら
い
児
童
が
い
る

の
で
、
ほ
か
の
小
学
校
へ
送
迎

す
る
の
は
難
し
い
。 

 

・
も
う
少
し
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
文
化
も
育
て
て
い
た
だ
き
た

い
。 

 

・
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
に
必
要
な
ら
、
新
し
く
学

校
を
建
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

   

・
竹
野
小
学
校
は
早
急
に
ほ
か
の

学
校
と
合
併
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

 

・
竹
野
小
学
校
以
外
の
小
学
校
に

つ
い
て
は
現
状
維
持
で
残
し
て

欲
し
い
。 

 

・
宇
川
か
ら
間
人
へ
通
う
の
は
遠

す
ぎ
る
。 

 

・
人
数
で
見
る
と
、
平
成
二
十
五

年
く
ら
い
に
な
れ
ば
間
人
小
学

校
に
丹
後
町
の
児
童
が
全
員
入

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

・
若
者
は
峰
山
の
方
に
住
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
再

配
置
は
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、

段
階
的
に
進
め
る
と
き
が
来
る

の
で
は
な
い
か
。 

・
住
宅
の
問
題
な
ど
、
都
市
計
画

の
中
で
別
の
角
度
か
ら
も
学
校

の
配
置
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
。 

 

・
間
人
の
街
中
で
も
限
界
集
落
に

な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

・
宇
川
の
自
然
環
境
な
ど
、
京
丹

後
市
に
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
教
育
環
境
や
生
活
環
境
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
、
都
会
か
ら
の
定
住

者
を
増
や
せ
な
い
か
。 

 

・
学
校
が
存
続
す
る
こ
と
は
、
過

疎
地
域
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。 

 

・
い
つ
ま
で
も
数
の
議
論
を
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
議
論
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

　
犯
罪
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
だ
け
で
、
被
害
に
遭
う
危
険
性
は
ず
い
ぶ
ん
少

な
く
な
り
ま
す
。 

 

市
内
で
も
自
転
車
盗
と
振
り
込
め
（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

　
自
転
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
短
時
間

で
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
や
ワ
イ
ヤ
ー

錠
な
ど
複
数
の
鍵
を
併
用
し
て
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。 

           　 　「
振
り
込
め
（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺
」
は
、

会
社
で
の
ト
ラ
ブ
ル
・
横
領
な
ど
の
補
填
金
、

借
金
返
済
名
目
や
交
通
事
故
・
痴
漢
行
為

な
ど
の
示
談
金
名
目
で
、
子
ど
も
や
孫
、

弁
護
士
や
警
察
官
な
ど
を
装
っ
て
現
金
を

振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。 

 

最
近
は
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
を
装
う

新
手
の
振
り
込
め
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

市
内
で
も
、
息
子
を
装
っ
た
者
か
ら
、「
女

性
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
怪
我
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。
示
談
金
と
し
て
百
万
円
を
サ

ラ
金
か
ら
借
り
て
支
払
っ
た
。
す
ぐ
に
返

さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
百
万
円
を
振
り

込
ん
で
欲
し
い
」
と
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も

す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
家
族
の

か
た
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

京丹後市の社資目標額　5,200,000円 

京丹後市の社資合計額　6,975,488円 　平成20年度 ｢赤十字社員増強運動｣は、多くのみ
なさんのご協力により、目標額を大きく上まわりま
した。ご協力ありがとうございました。 
 みなさんからお寄せいただきました社資は、災害
救護活動をはじめ、健康安全講習の普及、医療事業
や献血事業の推進、ボランティアの育成強化など、
さまざまな赤十字事業に役立てられます。 

※詳しくは、日本赤十字社京都府支部京
丹後市地区（生活福祉課内蕁 69-0310）
へお問い合わせください。 

平成20年度赤十字社員増強運動 
結果について 

平成20年度赤十字社員増強運動 
結果について 

………………………………………………………………………………… 

……………………………………………………………………………………………………………………………………… 

十
月
十
一
日
は
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」 

十
月
十
一
日
〜
二
十
日
は 

　
　
　
　
　
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
期
間
で
す 

ご協力ありがとうございました ご協力ありがとうございました 

丹

後

町 

丹

後

町 

網

野

町 

網

野

町 

大

宮
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振り込め詐欺被害に遭わないために… 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

小
学
校
の
再
配
置
を

小
学
校
の
再
配
置
を 

重
点
的
に
協
議

重
点
的
に
協
議 

小
学
校
の
再
配
置
を

小
学
校
の
再
配
置
を 

重
点
的
に
協
議

重
点
的
に
協
議 

小
学
校
の
再
配
置
を 

重
点
的
に
協
議 

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か 

ご
存
じ
で
す
か 

振
り
込
め 

 

（
オ
レ
オ
レ
）
詐
欺 

自
転
車
盗 
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地域の課題について、質問や提案を
する小谷間人区長さん 

浸水対策の整備が進む 
　　　　　市道浅茂川保育所線 

Ｑ Ｑ 

Ｑ 

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整

備
に
つ
い
て 

Ｑ 
市
民
局
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て 

Ｑ 
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
今

後
に
つ
い
て 

Ｑ 
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
に
つ
い
て 

網
野
町
内
各
地
の
浸
水
（
内
水
）

対
策
に
つ
い
て 

工
事
の
優
先
順
位
を
上
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す 

側
溝
・
排
水
路
工
事
な
ど
を
着

実
に
進
め
て
い
き
ま
す 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
市
民
局
を
中
心
的
な
役
割
に
し
て

い
き
ま
す 

Ａ 

提
言
の
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
ま
す 

Ａ 

必
要
不
可
欠
な
基
盤
整
備
と
し
て

着
手
し
ま
す 

Ａ 

上
限
二
百
円
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て 

弥
栄
病
院
線
を
延
伸
す
る
案
で
検

討
し
て
い
き
ま
す 

　 

  

　
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し

て
は
、
網
野
町
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、

京
丹
後
市
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

特
に
、
地
域
経
済
の
低
迷
が
顕
著
な
京

丹
後
市
に
と
り
ま
し
て
、
産
業
振
興
や
企

業
誘
致
を
促
進
す
る
に
は
、
道
路
網
の
整

備
が
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
、
早
期
に
整
備

で
き
ま
す
よ
う
、
国
・
府
へ
の
働
き
か
け

を
強
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 　
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
は
、
着
実
な

取
り
組
み
を
国
・
府
に
対
し
て
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
し
て
、
野
田
川
ま
で
の
間
が

平
成
二
十
三
年
度
に
は
完
成
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
大
宮
ま
で
進
め
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
を
早
期
に
完
成
し
な
が
ら
同
時
に
網

野
ま
で
の
整
備
区
間
の
格
上
げ
と
、
さ
ら

に
は
、
ゼ
ロ
区
間
の
調
査
区
間
へ
の
昇
格

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
格
別
の
配
慮
の
要

請
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

　
網
野
町
に
は
、
以
前
か
ら
浸
水
被
害
が

頻
繁
に
起
こ
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

福
田
川
・
新
庄
川
流
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
た
び
に
、
道
路
の

冠
水
、
家
屋
の
浸
水
が
起
こ
る
な
ど
、
常

態
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
京
都
府

に
よ
り
、
下
流
域
か
ら
順
次
改
修
が
進
め

ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、

流
域
の
安
心
を
確
保
す
る
ま
で
に
は
遠
い

の
で
、
早
期
に
、
対
策
を
整
え
て
い
た
だ

き
た
い
。 

   

　
内
水
・
浸
水
対
策
と
い
う
の
は
、
本
当

に
安
全
・
安
心
に
か
か
わ
る
大
き
な
こ
と

で
す
の
で
、
重
要
な
課
題
と
し
て
、
引
き

続
き
優
先
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
内
ヶ
森
都
市
下
水

路
に
暫
定
ポ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
取
り
組

み
を
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

本
格
的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
道
浅
茂
川
保
育
所
線
の
側
溝
整
備

に
つ
い
て
も
、
本
年
度
完
了
予
定
と
し
て

い
ま
す
。 

            

　
上
限
二
百
円
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
と
、
高
校
生
を
中
心
と
し

た
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、
市
民
の
利
用

も
拡
大
・
増
加
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
利
用
し
た
く
て
も
、
バ
ス
路
線
の

な
い
地
域
は
、
利
用
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
、
利
用
で
き
な
い
住
民
か
ら
も
多
く
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

橘
地
区
で
は
、
五
年
前
に
丹
後
海
陸
交
通

㈱
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

が
あ
る
と
は
い
え
、
部
分
的
な
利
用
で
し

か
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
高
校
生

や
、
高
齢
者
が
望
む
交
通
手
段
は
上
限
二

百
円
バ
ス
で
あ
り
ま
す
の
で
、
実
現
に
向

け
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

   

　
橘
地
区
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
上
限
二
百
円
バ
ス
の
取

り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
が
、
今
あ
る
丹

後
海
陸
交
通
㈱
の
路
線
を
前
提
に
、
あ
る

い
は
一
部
を
延
長
し
、
利
便
の
改
善
や
料

金
の
低
額
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消

を
目
指
し
、
弥
栄
病
院
か
ら
網
野
駅
ま
で

運
行
し
て
い
る
弥
栄
病
院
線
を
、
弥
栄
病

院
か
ら
橘
地
区
へ
延
伸
す
る
と
い
う
案
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
年
の
四
月
の
実
現
に

向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

　　　では、市長をはじめ市職員が、地域へ出

　　　向き、市民のみなさんと直接、意見交換

することで、まちづくりに対する市民のみなさ

んとの理解・協働意識を深め、市民参画を推進

しようと、平成17年度から各地で「市政懇談会」

を開催しています。平成20年度は、各町で１

回「市政懇談会」の開催を予定しています。 

　８月20日～27日の間には、網野町と丹後

町で懇談会を開催しましたので、その主な内容

をご紹介いたします。 

網野町・８月20日 網野町・８月20日 網野町・８月20日 

丹後町・８月27日 丹後町・８月27日 丹後町・８月27日 
　 

  

　
合
併
し
た
当
時
は
、
三
十
数
人
の
市
民

局
の
職
員
が
い
ま
し
た
。
今
後
、
お
そ
ら

く
減
っ
て
も
増
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
区
民
の
市
に
対

す
る
要
望
は
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
五
年
後
の
丹

後
市
民
局
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
民
局

の
機
能
や
職
員
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

　 　
交
付
税
は
減
り
、
税
収
は
増
え
て
い
か

な
い
状
況
で
す
の
で
歳
入
は
減
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、
公
共
事
業
・

福
祉
・
補
助
金
な
ど
の
予
算
の
減
少
を
抑

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

人
件
費
や
物
件
費
と
い
う
市
役
所
内
部
で

使
う
予
算
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
来
年
の
四
月
に
向
け

て
、
市
民
局
を
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
な

役
割
に
し
て
い
く
た
め
、
行
政
の
職
員
に

加
え
て
、
地
元
の
中
で
専
門
的
な
能
力
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
な
ど
と
、
職
員
が

一
緒
に
な
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

　 　 

　 

 

　 

        

　 

 

　
地
域
振
興
協
議
会
が
発
足
し
、
そ
の
後
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
発
展
的
に
改

組
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
町
の
地
域
振
興
協
議
会
の
各
委
員
の

か
た
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、
最
終
的
に

提
言
書
を
市
長
へ
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
六
町
の
地
域
振
興
協
議
会
の
提
言
書
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
活
か
そ
う
と
さ
れ

て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

  

　 　
各
六
町
の
地
域
振
興
協
議
会
か
ら
具
体

的
な
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
市
役
所
と
し
て
真
剣
に
受
け
止
め
、

ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
の
か
真
剣
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

丹
後
町
の
ご
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、

海
業
の
体
験
モ
デ
ル
事
業
や
環
境
に
や
さ

し
い
土
に
か
え
る
ご
み
袋
の
ご
提
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
後
、
提
言
の
実
現
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

　
四
十
億
円
の
費
用
を
か
け
て
行
わ
れ
る

よ
う
で
す
が
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
現
在
の
テ
レ
ビ
組
合
の
受
信
料

は
月
六
百
円
で
す
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
に
な

っ
た
ら
月
千
円
程
度
に
な
る
よ
う
で
す
が
、

高
齢
者
の
か
た
の
受
信
料
へ
の
配
慮
が
な

い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

   

　
費
用
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
圧
縮
し
、

実
質
交
付
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

二
億
円
程
度
の
負
担
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
必
要
性
に
つ
い
て
で
す
が
、

国
で
は
全
国
の
九
〇
㌫
で
光
フ
ァ
イ
バ
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お

り
、
京
丹
後
市
と
し
て
も
必
要
不
可
欠
な

整
備
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
齢
者
の
か
た
の
受
信
料
の
配

慮
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
制
度
を
参
考

に
福
祉
の
政
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

～平成20年度～ 
 
～平成20年度～ 
 
～平成20年度～ 
 

市 政 懇 談 会 を 開 催 市 政 懇 談 会 を 開 催 市 政 懇 談 会 を 開 催 
市 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成20年10月 平成20年10月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

33 32

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

上限200円バスが弥栄病院前を旋回 

適
正
な
学
校
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
熱
心 

に
検
討
す
る
学
校
再
配
置
検
討
委
員
の
み 

な
さ
ん 

　 

  

　
高
校
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
時
期
は
、
日
没
が

遅
い
た
め
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
終
わ
る
の
も

遅
く
な
り
、
最
終
の
午
後
七
時
の
バ
ス
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
以
前
は
午
後

八
時
の
バ
ス
が
あ
っ
た
の
で
と
て
も
助
か

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ス
の
便
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
市
内
・
男
性
】 

             

　 

  

　
上
限
二
百
円
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

上
限
二
百
円
バ
ス
の
運
行
は
、
丹
後
海

陸
交
通
㈱
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も
と
、

現
車
両
体
制
の
中
で
、
効
率
的
な
運
行
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
運
行
本

数
の
増
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
、
魅
力
的
な
公
共
交
通
と
な
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
「
以
前
は
午
後

八
時
台
の
バ
ス
が
あ
っ
て
助
か
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に

行
い
ま
し
た
高
校
生
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
午
後
八
時

台
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
利
用

さ
れ
る
か
た
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
の
午
後
七
時
台
の
運
行
と
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
も
重
く
受
け
止
め
、
改
め
て
、
市

内
高
校
生
の
み
な
さ
ん
へ
の
利
用
動
向
調

査
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
上
限
二
百
円
バ
ス
の
取
り
組
み

も
二
年
目
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
四
月
の

利
用
者
も
一
年
目
の
実
績
よ
り
さ
ら
に
大

幅
に
伸
び
て
お
り
、
バ
ス
の
車
両
サ
イ
ズ

を
緊
急
に
大
型
車
両
に
入
れ
替
え
る
必
要

性
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
当
初
の
予
想
を

大
幅
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、

今
後
も
利
用
さ
れ
る
か
た
に
と
っ
て
、
よ

り
便
利
な
公
共
交
通
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
に
つ

き
ま
し
て
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
市
民
課
】 

     

　
木
津
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
友
好

都
市
と
し
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
京
丹
後
市

の
紹
介
や
リ
ン
ク
設
定
な
ど
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
京
丹
後
市
に
は
そ
れ
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
本
当
に
友
好
が
あ
る

の
で
す
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
市
内
・
男
性
】 

    

　
木
津
川
市
と
の
友
好
都
市
関
係
に
つ
い

て
は
、
合
併
前
の
旧
丹
後
町
と
旧
木
津
町

と
の
間
で
昭
和
五
十
八
年
に
友
好
町
と
し

て
盟
約
を
結
び
交
流
を
深
め
て
お
り
、
両

市
に
お
け
る
市
制
の
施
行
を
機
に
交
流
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
平
成
二
十

年
一
月
十
一
日
に
友
好
都
市
と
し
て
盟
約

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
二
月

七
日
に
は
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
い
ず
れ
か
の
市
で
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
救
援
物
資
、
資
機
材
、

車
両
、
職
員
の
派
遣
な
ど
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
産
業
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
お
い
て
幅
広
い
分
野
で
交

流
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ご
意
見
に
ご
ざ
い
ま
す
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
友
好
都
市
の
紹
介
に
つ
き
ま
し
て
は
、

京
丹
後
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も

木
津
川
市
の
紹
介
や
リ
ン
ク
の
設
定
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
設
定

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
わ
か
り
づ
ら
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
四
月
十
四
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
京
丹
後
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

右
下
の
友
好
都
市
・
広
域
連
携
の
欄
内
に

木
津
川
市
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い

ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
企
画
推
進
課
】 

       

   

　
現
在
、
少
子
化
に
伴
い
学
校
・
保
育
所

の
合
併
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
親
と

し
て
は
あ
ま
り
遠
い
学
校
に
通
わ
せ
る
の

も
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
保
育
所
に
つ
い

て
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
不
便
に
も
な

り
ま
す
し
、
送
迎
バ
ス
が
出
た
と
し
て
も

万
が
一
の
と
き
の
保
障
が
心
配
で
す
。
バ

ス
で
通
学
・
通
所
す
る
よ
う
に
な
る
と
子

ど
も
が
歩
く
こ
と
も
少
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
も
踏
ま
え

て
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
一
親
と
し
て
の
意
見
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
無
記
名
】 

    

　
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と
お
り

回
答
し
ま
す
。 

①
学
校
の
合
併
に
つ
い
て 

 

現
在
、
本
市
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

の
再
配
置
を
検
討
す
る
た
め
、
検
討
委
員

会
お
よ
び
検
討
分
科
会
を
設
置
し
、
京
丹

後
市
学
校
再
配
置
計
画
の
検
討
を
は
じ
め

て
お
り
ま
す
。  

 

京
丹
後
市
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
お

よ
び
検
討
分
科
会
で
は
、
学
校
教
育
の
課

題
と
し
て
、
小
学
校
や
中
学
校
と
し
て
、

今
後
ど
の
程
度
の
児
童
生
徒
数
の
学
校
が

適
正
規
模
な
の
か
、
生
活
集
団
と
し
て
、

あ
る
い
は
学
力
や
教
育
効
果
、
人
間
形
成
、

情
緒
や
徳
性
の
涵
養
な
ど
の
観
点
か
ら
、

総
合
的
に
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
今
回
の
学
校
再
配
置
計
画

の
検
討
を
契
機
に
、
通
学
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
併
せ
て
一
定
の
整
理
を
し
、
基
準

を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
園
児
・
児
童
・

生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
の
ご
心
配
な
お
気

持
ち
は
十
分
お
察
し
す
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

学
校
へ
の
通
学
な
ど
に
対
す
る
、
不
安
な

お
気
持
ち
の
解
消
に
向
け
て
、
今
後
の
通

学
の
あ
り
方
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

②
保
育
所
の
合
併
に
つ
い
て 

 

保
育
所
の
合
併
（
統
廃
合
）
に
つ
い
て
は
、

過
疎
化
な
ど
に
よ
る
少
子
化
や
保
育
所
施

設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
保
育
を
め
ざ
し
た

次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

を
方
針
に
策
定
し
ま
し
た
「
保
育
所
再
編

等
推
進
計
画
」
に
お
い
て
、
大
宮
町
・
丹

後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
管
内
の
保
育

所
で
統
廃
合
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

　
お
子
さ
ん
の
保
育
所
へ
の
送
迎
は
、
原
則
、

保
護
者
の
か
た
に
お
願
い
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
統
廃
合
に
伴
い
通
所
が
不
便
と
な

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
市
と

し
て
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
停
の
場
所
に

つ
い
て
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
は
、

安
全
を
第
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
保
育
所
で
は
、
徒
歩
で
近
く
の

公
園
な
ど
に
出
か
け
る
園
外
保
育
や
、
室

内
で
の
遊
具
な
ど
を
活
用
し
た
運
動
な
ど
、

体
力
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
教
育
総
務
課
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
子
育
て
支
援
課
】 

 

A Ｑ 
木
津
川
市
と
の
友
好
都
市
に 

つ
い
て 

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
下 

に
木
津
川
市
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を 

設
定
し
ま
し
た 

A
よ
り
便
利
な
公
共
交
通
の
実
現 

を
め
ざ
し
ま
す 

Ｑ A
学
校
・
保
育
所
の
合
併
に 

つ
い
て 

Ｑ 
公
共
交
通
の
増
便
に
つ
い
て 

通
学
な
ど
の
不
安
に
配
慮
し
て 

検
討
し
て
い
き
ま
す 



平成20年10月 平成20年10月 

市 

立 

図 

書 

館 

文
　
化
　
財 

35 34

（丹後図書室） 
 図書システム統合後の市立図書館は、『1枚の利用者

カードで、どこで借りても返してもよい』状態となり、

利用者のかたから便利になったと喜んでいただいてい

ます。夏休み８月の図書館は、例年に比べて利用が多

く、個人・団体を含めて、１か月の貸出合計が4万冊

（点）となり、昨年度8月の3万 5千冊（点）を超え

る最高記録となりました。今後も、市民のみなさんが

利用しやすい、役に立つ図書館をめざしていきたいと

考えています。ご意見・ご要望がありましたら各図書

館（室）へお寄せください。 

図書館（室）名 
 
峰山図書館 
あみの図書館 
大宮図書室 
弥栄図書室 
丹後図書室 
久美浜図書室 
　合　　計 

8,248 
16,762 
3,107 
2,543 
2,373 
2,087 
35,120

10,082 
18,666 
4,094 
2,596 
2,394 
2,338 
40,170

平成19年度 平成20年度 
 8月の貸出冊（点）数 

　丹後図書室では、８月９日、丹後地域公民館で「夏の

おはなし会」を開催しました。参加者は親子45人で、

大型絵本・パネルシアター・手あそび・なぞなぞなどを

楽しみました。その

後のおりがみ教室で

は、「こんちゅう」を

テーマに、かぶとむ

し・せみなどを折り、

作品を画用紙に貼り

ました。それぞれ個

性的な作品ができあ

がり、楽しいひとと

きを過ごしました。 

 

　丹後は民話の宝庫であり、古い歴史のあるすばらしい

「国」です。私たちが住むこの地のよさを再認識するため、

市立図書館では読み聞かせボランティアのみなさんのご

協力を得て、丹後の民話をいろいろな機会を捉えてお話

ししています。 

 8月21日は、網野町高齢者大学8月講座で公演しまし

た。『丹後町絵本読みきかせボランティアグループ』の

みなさんによる『小脇の子安地蔵さん』と、『あみの読

み聞かせボランティアの会』による『吉津の穴地蔵』、

京丹後市出身の絵本作家梅田俊作さんの絵本『はなびの

よる』の画像をそれぞれプロジェクターで大きく映し出

し、読み聞かせしました。 

 1 30人を超える参加者

のかたは、おはなしに聞

き入り、その後の、著者

のご厚意による絵本の

抽選会などで楽しいひ

とときを過ごしました。 

8月の貸出冊数 8月の貸出冊数 
冊 （点） 

※冊（点）とは、貸出資料の中に図書以外のAV資料（ビデオ・
　DVDなど）を含む 

※休館日は、本紙発行日の10月10日以降、次号 
　発行日の11月10日までを掲載しています。 

14日（火） ・ 20日（月） ・ 27日（月） 
10月の休館日 

4日（火） ・ 5日（水） 
11月の休館日 上山寺宝篋印塔 

（永禄九年銘） 
上山寺宝篋印塔 
（永徳元年銘） 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

……………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

……………………………………………………………………………………… 

　
今
回
は
、
丹
後
町
上
山
に
所
在

す
る
上
山
寺
の
石
造
宝
篋
印
塔
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
宝
篋
印
塔
は
、
中
国
で
「
宝
篋

印
陀
羅
尼
経
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん

だ
ら
に
き
ょ
う
）
」
と
い
う
お
経

を
納
め
る
塔
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
が
も
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
平
安
時
代
の
終
わ
り

ご
ろ
か
ら
つ
く
ら
れ
は
じ
め
ま
す
。

宇
川
地
区
に
は
、
多
く
の
立
派
な

宝
篋
印
塔
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
上
山
寺
の
宝
篋
印
塔
は
、

銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

建
て
ら
れ
た
年
代
が
よ
く
わ
か
る

資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。 

　
上
山
寺
は
、
隠
岐
国
の
佐
々
木

隠
岐
守
弘
成
（
明
法
上
人
）
が
天

応
元
年
（
七
八
一
年
）
に
開
い
た

と
さ
れ
る
古
い
お
寺
で
す
。 

　
現
在
の
本
堂
は
、
残
さ
れ
た
棟

札
か
ら
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九

八
年
）
に
宮
津
の
冨
田
盛
庸
（
と

み
た
も
り
つ
ね
）
が
大
工
と
し
て

建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
冨
田
氏
は
、
宮
津
で
有
数
の

大
工
で
あ
り
、
そ
の
後
も
代
々
活

躍
し
て
い
ま
す
。
冨
田
盛
庸
は
、

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）
に
大

宮
神
社
（
弥
栄
町
野
中
）
、
翌
十

二
年
に
は
六
神
社
（
丹
後
町
上
野
）

を
建
立
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
上

山
寺
は
、
律
伝
（
り
つ
で
ん
）
と

い
う
お
坊
さ
ん
が
住
職
で
あ
り
、

棟
札
に
は
「
当
寺
中
興
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
有
名
な
冨
田
氏
が

大
工
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
宮
津
藩
の
後
押
し
が
あ
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
本
堂
の
前
に
は
、
二
基
の

宝
篋
印
塔
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
基
は
、
高
さ
二
〇
二
㌢
メ
ー
ト

ル
で
す
。
一
番
下
段
の
基
礎
に
は
、

「
永
徳
元
一
□
八
月
廿
日
」
、
「
大

願
主
一
結
衆
十
三
人
」
（
一
三
八

一
年
）
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
前
期
の
も
の
で
あ
り
、

上
山
寺
で
は
本
尊
に
次
ぐ
古
い
資

料
で
す
。 

 

も
う
一
基
は
、
高
さ
一
六
〇
㌢

メ
ー
ト
ル
で
す
。
一
番
下
段
の
基

礎
に
は
、
「
永
禄
九
年
八
月
日
敬

白
」
（
一
五
六
六
年
）
と
い
う
銘

文
が
、
ま
た
基
礎
の
上
に
あ
る
塔

身
に
は
「
□
□
（
逆
修
ｶ
）
寺
尾

坊
舜
□
（
盛
ｶ
）」「
当
寺
中
興
□

□
」
と
い
う
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
永
徳
元
年
銘
の
も
の
か
ら

約
百
八
十
年
後
の
戦
国
時
代
の
資

料
で
す
。
永
禄
九
年
銘
の
も
の
は
、

「
寺
尾
坊
舜
盛
」
が
「
当
時
中
興
」

と
し
て
み
え
、
逆
修
供
養
（
生
前

に
あ
ら
か
じ
め
死
後
の
冥
福
を
祈
っ

て
仏
事
を
行
う
こ
と
）
の
た
め
に

建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
人
物
は
、
五
輪
塔
の
願
主
（
が

ん
し
ゅ
）
と
し
て
も
そ
の
名
が
み

え
ま
す
。
五
輪
塔
を
建
て
た
翌
年

に
こ
の
宝
篋
印
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
寺
尾
坊
舜
盛
は

当
時
の
上
山
寺
に
お
け
る
有
力
者

で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
人
物
を

中
心
に
上
山
寺
に
何
ら
か
の
変
革

が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

資
料
と
い
え
ま
す
。 

 

二
基
の
宝
篋
印
塔
の
う
ち
永
徳

元
年
の
も
の
は
、
平
成
十
六
年
十

月
に
直
撃
し
た
台
風
二
十
三
号
に

よ
り
上
山
寺
境
内
で
発
生
し
た
地

滑
り
の
た
め
、
塔
全
体
が
崩
落
し

た
土
砂
と
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
永
禄
九
年
銘
の
も
の

は
、
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
永
徳
元
年
銘
の
も
の
と

と
も
に
解
体
し
た
状
態
で
保
管
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
の

六
月
二
十
六
日
に
は
、
地
元
の
上

山
地
区
の
か
た
を
中
心
に
宝
篋
印

塔
の
組
み
立
て
が
行
わ
れ
、
四
年

ぶ
り
に
そ
の
姿
を
見
学
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

上
山
寺
の
宝
篋
印
塔
は
、
中
世

の
銘
文
が
残
る
資
料
で
あ
る
点
が

評
価
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
五
月

十
九
日
付
で
丹
後
町
指
定
文
化
財

（
工
芸
品
）
に
指
定
さ
れ
、
京
丹

後
市
発
足
に
あ
わ
せ
て
京
丹
後
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
印
の
あ
る
「
□
」
は
、
読
み
と 

 

　
り
が
困
難
な
文
字
を
表
し
て
い

　
ま
す
。 

丹後図書室の「夏のおはなし会」 

網野町高齢者大学8月講座 
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書
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後
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書
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弥
栄
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書
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大
宮
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書
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あ
み
の
図
書
館 

峰
山
図
書
館 

平成19年度 

平成20年度 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

8月の市立図書館利用状況 

「丹後の民話」 を楽しむ 

「夏のおはなし会」を開催 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
一 

京
丹
後
市
の
文
化
財  

四
一 
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ょ
う
さ
ん
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せ
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ぞ
う
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き
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い
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と
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ょ
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い
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ょ
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ょ
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※ 
※ 

※ 

※ 
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　男　　30,307人（－9） 

　女　　32,367人（－24） 

　計　　62,683人（－33） 

世帯数　22,061世帯（－4） 

（9月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

健康の秘訣を笑顔で話される 
　　　　　　木村次郎右衛門さん 

京都府内最高齢の111歳 
　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 
京都府内最高齢の111歳 
　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 
京都府内最高齢の111歳 
　木村次郎右衛門さん（丹後町中野） 

歳 歳 歳 歳 百 百 百 
バンザイ バンザイ バンザイ 

　
京
都
府
内
最
高
齢
の
木
村
次

郎
右
衛
門
さ
ん
（
百
十
一
歳
・

丹
後
町
中
野
）
の
ご
長
寿
を
祝

い
、
中
山
市
長
と
本
田
京
都
府

丹
後
広
域
振
興
局
長
が
九
月
二

十
二
日
、
木
村
さ
ん
宅
を
訪
問

し
、
お
祝
い
の
品
を
手
渡
し
ま

し
た
。 

　
好
き
嫌
い
が
な
く
何
で
も
食

べ
る
と
い
う
木
村
さ
ん
は
「
食

細
く
し
て
命
な
が
か
れ
」
と
健

康
の
秘
訣
を
披
露
。
ま
た
、
足

の
運
動
な
ど
も
続
け
て
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
木
村
さ
ん
は
、
「
元
気
で
い

ら
れ
る
の
も
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
元

気
で
長
生
き
し
ま
す
」
と
元
気

な
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　京丹後市には、数え年100歳以上のかた64人（9月１日現
在）が元気に暮らしておられます。また、100歳以上のかた
が占める人口比率は、平成19年では京都府で最も高く、「健
康大長寿のまち」の特色を色濃く持っています。 
　このような中、生きがいを持ちながら安心して暮らすこと
のできる、また長寿自体を心から喜べる“健康長寿のさとづ
くり”を推進するため、全国の健康長寿を推進される自治
体などと連携し「第1回健康大長寿のさとづくり全国交流会」
を開催します。 
 交流会 では、基調講演をはじめ、実践報告やパネル討
論などを行います。ぜひ、ご参加ください。 

○報　　告　テーマ　「百歳バンザイ」健康長寿のまち
　　　　　　　　　　づくりの取り組みについて 
　　　　　　　　　 （長野県佐久市、沖縄県などの数
　　　　　　　　　　自治体を予定） 
○パネル討論　テーマ　健康長寿社会の実現に向けて、
　　　　　　　　　　いま求められていること 
　　　　　　パネラー　総合人間研究所 早川一光所長 
 　　　　　　　　  京都府立医科大学 吉川敏一教授 
 　　　　　　　　　　（そのほか出演者を調整中） 
 　　　　　進　行　弥栄病院   安原正博院長 
○交  流  会　参加自治体関係者などの情報交換、交流 
～11月23日～　施設などの見学 

～11月22日～ 
○講　　演　講　師　名古屋学芸大学 井形昭弘学長 
　　　　　　演　題　夢の長寿社会 

11月22日（土）  13：00～17：30 
　  ・23日（日）    9：30～12：00
京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

全国各地の自治体関係者、医学、保健などの 
関係者のかた、京丹後市民のみなさんほか 

日　　時日　　時 日　　時日　　時 日　　時 

場　　所 場　　所 場　　所 

対 象 者 対 象 者 対 象 者 厚生労働省、京都府 
高齢者福祉課（蕁69-0330） 

後　　援 後　　援 後　　援 

内　　容内　　容 内　　容 内　　容 

お問い合わせ先 お問い合わせ先 お問い合わせ先 

ほうらい ほうらい 

～つどい、学び、交流の輪を広げる～ 

健康大長寿のさとづくり 
全国交流会 
健康大長寿のさとづくり 
全国交流会 

蓬莱の郷・京丹後 蓬莱の郷・京丹後 蓬莱の郷・京丹後 

第１回 第１回 

京丹後市で開催 京丹後市で開催 
11月22日（土） 

23日（日） 
11月22日（土） 

23日（日） 
11月22日（土） 

23日（日） 

開 催 日 




